


  

 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 

 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、本取扱説明書をよくお読みになり、十

分に理解をしてからご使用ください。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 取り扱い分からない事があ、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないめ、 
  自分判断だけ対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は、分からない事があにすぐ 

 に取り出せるよう、製品に近接して保存してく 
 ださい。 

 
 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されている注意事項 
  や取扱要領不十分な理解まま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始めるは、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されている注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行て 
  ください。 
 

 
 
 警告 
 がい、作に不れななに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 
  次は、運転しないください。 
  

□  過労、病気、薬物影響、そ他理由に 
 より作業に集中きない。 

□  酒を飲んだ。 
□  作が未熟な人。 
□  妊娠している。 
 

 
 
 警告 
 作業にさないを作すると、 
  一部がに巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきないもを着用する。 

 
□  ズボンや着は、だぶつきないもを着 
  用する。 
□ 帽子を着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなは 

 しない。 
 

 
 
 警告 
 を他人にす、取扱説明書に記載されて 
  いる注意事項や取扱要領が分からない 
  め、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。 
 

 
 
 注意 
 や、指タン 

 部品なを取り付けて運転すると、破 
  損や傷害事故をまねく事があります。 
  はしないください。 
  タンは、指製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換するは、が指するもを使用 
  してください。 
 

 
 
 注意 
 始業をると、破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき 
  を行てください。 
 

 
 
 危険 
 に気を近づけると、になる事があ 

 ります。 
 気を近づけないください。 
 はエンジンを停止し、エンジンが冷えてか 
 ら行てください。 

 
 
 
 警告 
 換気い運転すると、気ガにより 
  中毒になる事があります。 
  窓や戸等をあけ十分に換気をしてください。 
 注意 
 エンジンを始動する、が急に動いてケガ 
  をする事があります。 
  駐車ブレーキをかけ、作業クラを切てく 

 ださい。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

燃料を補給する時は 

エンジン始動・発進する時は
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 急すると事故を起こす事があります。 
  周囲を確認し、ゆくりとしてくだ 

 さい。 
 

 
 
 注意 
 本は作業す。 
  公道乗車運行はきません。 
  乗車運行しは、道路交通法に違反します。 
  一般道路を移動するは、ラクな運ん 
   ください。 
 

 
 
 注意 
 ラクみし、が転しケ 

 ガをする事があります。 
  平坦堅固な、登坂角１５°となる 

  ユミ板を用い低速行てください。 
  搭載後は駐車ブレーキをかけ、ロープ固し 
   てください。 
 ラクみし、が転し、 
  ケガをする事があります。 
  前み込み、後降す様にしてくださ 

 い。 
 

 
 
  危険 
  行中およ作業中、転するおそれがありま 

  す。 
    路肩付近や軟弱地は、十分注意して使用して 
   ください。 
  地や地速行すると、転転 
    し重大事故につながります。 
  低速行してください。 
 後、後方に害物があると、転や害物 

にはさまれ、重大事故につながります。 
害物がないことを確認して、後してくださ 
い。 

  注意 
  本は、作業す。 

公道乗車運行はきません。 
乗車運行しは道路交通法に違反します。 

 急動急を行うと、運転がりさ 
れり、周囲人を巻き込んだり、思わぬ事故 
を起こす事があります。 
急動急はしないください。 

 がしていり、がある道路路肩 
を行すると、転事故を起こす事があります。 

  路肩は行しないください。 
 
 

  
 をえる、が転し、ケガをする事が 
  あります。 
   えは低速に直角に行てください。 
   いをえるは、ユミ板等を使用してく 

 ださい。 
 本に人を乗せると、転し、ケガをする 

 事があります。 
  ま、物を載せて行すると、し、周囲 
  人ケガを負わせる事があります。 
  本には、人や物をせないください。 
 作業クラを切らない行すると、周囲 
   人を転物に巻き込み、ケガを負わせる事があ 
  ります。 
   移動行するは、作業クラを切てくだ 
   さい。 
  

 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 運転中およ作業中、転するおそれがありま 

 す。 
 路肩付近や軟弱地は、十分注意して使用して 
 ください。 

 警告 
 運転中は転中、クプに接すると 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないください。 
  クプ手供は、危険す。 
  やめてください。 
  クプ部に草が詰まは、必ず作業 

 クラ及エンジンを切てから除去してく 
 ださい。 

 運転中は転中、ローラに接すると巻き込 
 まれケガをする事があります。 
 ローラにれないください。 
 ローラに草が巻き付いは、作業クラ及 
 エンジンを切てから除去してください。 

 ーをける、後方に人がいるとな 
  間に挟まれ、ケガをする事があります。 
   周囲に人を近づけないください。 
   後方をよく確認してからけてください。 
 ーをじる、中に人がいるとーに挟 

 まれ、ケガをする事があります。 
   周囲に人を近づけないください。 
 地出すると、ベールが転がり、巻き込 

 まれてケガをする事があります。 
   ベール出は、平坦な行てください。 
 ンをする及ンを通すとき、 
   ローラに接すると巻き込まれ、ケガをする事 

移動走行する時は 

作業する時は

公道走行禁止 

積み下ろしをする時は 
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   があります。 
   作業クラを切り、エンジンをとめてから行 
   てください。 
 作業する、周囲に人を近づけると、に巻 

 き込まれケガをする事があります。 
 周囲に人を近づけないください。 

 地速を出しすると、事故をまね 
 く事があります。 
 低速作業してください。 
 坂途中副変速レバーを作しり変速作 
 をしないください。ま、め行やも 
 しないください。 
 する原因となります。坂前低速に変速 
 してください。 

 わき運転をすると、周囲害物や、 
 周囲人危険ながきず、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 前方や周囲、十分に注意を払いながら運転し 
 てください。 

 手し運転をすると、思わぬ方し、事 
 故を起こす事があります。 

   しかりとハンドルを握て運転してください。 
 注意 
 ー、ーに挟まれケガをする 
   事があります。 
   を確認して、してください。 
 運転中は転中、バーをけると転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
   バーをけないください。 
 や、付着物除去なを行う、作 

 業クラ及エンジンをとめずに作業すると、 
   第三不注意により、不意に作業が駆動さ 
  れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
   作業クラを切り、エンジンをとめ、転部 
   や可動部がとまている事を確かめて行てく 
  ださい。 
 

 
 
 
 警告 
 エンジンをかけまま本かられると、不意 

 に本が動き出し、思わぬ事故を起こす事があ 
 ります。 
 エンジンを停止し、駐車ブレーキをかけてくだ 
 さい。 

 
 
 
 
 
 
 

作業が終ったら 
 
 
 
 注意 
 本や、付着物除去なを行う、作 

 業クラ及エンジンをとめずに作業すると、 
 第三不注意により、不意に本が動き出し、 
 思わぬ事故を起こす事があります。 
 作業クラを切り、エンジンをとめ、転部 
 や可動部がとまている事を確かめてください。 

 ラーにれるとケドをする事があります。 
 ラーにはれないください。 

 車等本を車すると、バー、 
 ブザー、エンジン等に水が入り破損原因とな 
 ります。 
 車、水がかからない様に注意してください。 

  
 
 
 注意 
 作業後をると、作業不や破 
  損なが置され、次作業にラブルを起 
  こしり、ケガをする事があります。 
  作業が終わら、取扱説明書に基づきを 
  行てください。 

 
 
  
 警告 
 ン巻付置をする、ローラに接 
   すると巻き込まれ、ケガをする事があります。 
   作業クラおよエンジンを切てから行 

 てください。 
 ーをけて中、不意にー 

 がまり、挟まれてケガをする事があります。 
   シンダにパを掛け、ーを 
  確実に固してください。 
 注意 
 にが生じ、そまま置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
   取扱説明書に基づき行てください。 
 地や地まは軟弱地な行うと、本 
   が不意に動き出して思わぬ事故を起こす事が 
   あります。 
   平坦地盤かい行てください。 
 作業クラおよエンジンをとめずに 
   備すると、第三不注意により、不意に本 
   が動き出して思わぬ事故を起こす事がありま 

 す。 
 作業クラを切り、エンジンをとめ、転部 
 や可動部がとまている事を確かめて行てく 

   ださい。 

本機から離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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ラーにれるとケドする事があります。 
   ラーにれないください。 
 手やーに、ゆるみや損傷があると、 
   出るオル、ケガをする事がありま 

 す。 
 補修もしくは部品交換してください。 
 手やーをすは、路力を 
 無くしてから行てください。 

 不処置備めしバーを 
   取り付けずに作業すると、転部や可動部に巻 
   き込まれ、ケガをする事があります。 
   元通りに取り付けてください。 
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14 パプ   仕方

15 電気配線   仕方

16 ヒューズ交換仕方

17 各部ベル節仕方

18 駐車ブレーキ節仕方

19 クローラ節仕方

20  気 ガ  色に つ い て

21 クーラーガ(冷媒)仕方

22 各部ローラェーン 

         節仕方 
23 コンベベル 

         節仕方 
24 クプ浮動  
25 ンブレーキ  
26 ンクレーパ 
27 バンディングナ 
28 ングームブレーキ 
29 クロプバー  
30 ンブレーキンク 
31 梱包密出ンク  
32 置空気抜き要領  
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切な着な作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１１１    各部の名称と運転各部の名称と運転各部の名称と運転各部の名称と運転 

クロップカバー（前）

クロップカバー（後）

バインディング装置 

トワインケーシング 
インディケータ 

前照灯（前）

バックミラー（左） 

ゲート 

パトライト 

アンテナ 

ブザー 

作業灯（上） 

ワイパー 

前照灯（下）

ピックアップ 

エプロン 
タイン 

スカート 
コンベア 方向指示器（左前）

ゲート開閉油圧シリンダ 

 安全ストッパ 
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方向指示器（左後）

尾灯 

ゲート 

方向指示器（右後）

尾灯 

ゲート開閉油圧シリンダ 

安全ストッパ 
作業灯（後）

バックミラー（右） 

エンジンルーム 

方向指示器 

（右前） 

乗降ステップ 

エンジン 

エアクリーナ 

カウンタケース 
クローラ 

燃料給油口 
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①アンテナ 

②ドアウインドウ 

③リヤウインドウ 

④ドアロックボタン 

⑤ドアハンドウル 

⑥サイドウインドウ 

⑦ワイパー 
 

 
⑧灰皿 

⑨ヒューズボックス 

⑩フィルター 

⑪ルームランプスイッチ 

⑫ルームライト 

⑬風向グリル（後方吹出口） 

⑭吹出口切替レバー 

 

 
⑮スピーカー 

⑯ワイパー＆ウォッシャースイッチ 

⑰温度コントロールレバー 

⑱ファンスイッチ 

⑲エアコンスイッチ 

⑳風向グリル（前方吹出口） 

ＦＭ・ＡＭ付ラジオカセット 
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２ 各部のはたらき 

 
（１）エンジンコントロール関係 

 

 ①キースイッチ①キースイッチ①キースイッチ①キースイッチ                                                                        

 
エンジン始動停止に使用します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切置 ･････ エンジン停止に使用する。（電 
 流は流れず、キーを抜き取れる） 

入置 ･････ 各電に電流が流れる。 
           エンジンが停止しているは、 
                   液晶コンビネーションータ 

 パロランプとャー 
 ジパロランプが灯する。 
（⇒57ページ参照） 

始動置 ･･･ セルモータが転し、エンジンが 

 始動する。 

 エンジンが始動しらキーから 

 手をす。キーは自動的に入 

 置に戻り、連続運転に入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考  

冷にキーを入置にすると、自動 
的にエヒータが作動し、エンジン始動を容易にし 
ます。（エヒータが働いているときは、液晶コンビ 
ネーションータヒータパロランプが灯 
します。ま、エンジンが始動すると、エヒータ 
通電が停止し、ヒータパロランプも消灯し 

ます。） 

 ②アクセルレバー②アクセルレバー②アクセルレバー②アクセルレバー                                                                    

 
エンジン転げげに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手前にく ･････ エンジン転がる 
前方にす ･････ エンジン転がる 
 
（２）作業関係 

①作業クラレバー 

  作業部作動停止に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
入置 ･････ 作業部が作動する 
切置 ･････ 作業部が停止する 
 
 ②クプさ節レバー 

  クプ昇、降に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降 ･････ クプががる 

昇 ･････ クプががる 
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 ③クプさ節 

  ハンドルを握まま、クプ昇 

降をするときに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ･････ クプががる 

 ･････ クプががる 

 

 
 
変速レバー部クプさ節レバー 
 とハンドル部さ節を同に逆方 
に使用しときには、クプ昇 
降が止まります。 

クプ昇降は、エンジンを始動しない 
 ときません。 
 

 
（３）走行関係 

 

    ①ステアリングハンドル①ステアリングハンドル①ステアリングハンドル①ステアリングハンドル                                                                        

 
をするときに使用します。 

 

ハンドルを右すとが右し、左すと 

が左にします。 

さらにハンドルを右まは左すと、左右クロー 

ラが逆転し、半径が小さくなります。 

 

 

    ステアリングハンドルの操作量と旋回角度についてステアリングハンドルの操作量と旋回角度についてステアリングハンドルの操作量と旋回角度についてステアリングハンドルの操作量と旋回角度について                                                                        

 
ハンドル作量によて、角節がきま

す。ハンドルをしクローラが徐々に減速され、 

約1/4転（約90°）、クローラ速がゼロにな

り、ブレーキターン状態になります。 

さらにハンドルをすと、徐々にクローラが逆転し始

め、約135°ンターン状態になります。 

 

 

 

 

〈 ハンドル切角と旋回状態 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ②主変速レバー（ＨＳＴ）②主変速レバー（ＨＳＴ）②主変速レバー（ＨＳＴ）②主変速レバー（ＨＳＴ）                                                    

 
前後行方と行速節、およ行 
停止に使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前 ･････ が前する 
後 ･････ が後する 
（中）置 ･････ が停止する 
 
行速は、レバー作量によて無段階に選べま

す。 
 
 
 
セィペダルをみ込んいるときは、変 
速レバーは（中）置に戻り、変速レ 
バー作はきません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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    ③副変速レバー③副変速レバー③副変速レバー③副変速レバー                                                                        

 
使用目的や条件により、低速標準行３段 

階行速が選べます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
低速置 ･････ ラクみ降し 
標準置 ･････ 標準的な作業 
行置 ･････ 移動行 
（中）置 ･････ 行しない 
 
 
 
副変速レバーによる変速は、変速レバーを必 
ず（中）置にして、が完に停止 
してから変速してください。 

セィペダルをみ込まない方が、ムーズ 
に変速きます。 

坂道は変速しないください。 
 

 
 
    ④セフティペダル④セフティペダル④セフティペダル④セフティペダル                                                                    

 
エンジン始動、およ行中緊急停止に使用し 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セィペダルをみ込むと、変速レバーが 
（中）置に戻り、本が停止し、ブレーキが効き

ます。 

 
 参考  
 
通行停止は、変速レバーを（中） 
置にして行てください。 

 
 
    ⑤駐車ブレーキロックレバー⑤駐車ブレーキロックレバー⑤駐車ブレーキロックレバー⑤駐車ブレーキロックレバー                                                

 
ドラバーシーに座て、駐車ブレーキをかけると 
きに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セィペダルをいぱいにみ込ん、駐車ブレー 
キロクレバーを手前にいて、セィペダルに 
ク部をかけると、駐車ブレーキがかかります。 
解除するときは、セィペダルをいぱいまみ 
込むと、駐車ブレーキロクレバーが前方に戻り、 
クがれ解除きます。 
 

 参考  
 
駐車ブレーキをかけると、変速レバーは（中 
）置に戻ります。 

 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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    ⑦旋回モード切替ノブ⑦旋回モード切替ノブ⑦旋回モード切替ノブ⑦旋回モード切替ノブ                                                                    

 
モードを切り替えるときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モードを切替ノブは、変速レバーをN（中） 
置、ングハンドルを中にして作し 
てください。 
 
ノブをし込む ･････ 標準モード 
           （ンターンする） 
ノブをき出す ･････ 湿田モード 
           （ンターンしない） 
 
 

 参考  
 
標準モードは、に自動減速が働いて小 
りがきますが、湿田モードは、自動減速せ 
ずに大りになります。移動行するときは、標準 
モードにしてください。 

 
田作業移動行は、標準モードを使用して 
ください。湿田作業をするは、標準モード 
も十分に作業は可能すが、沈が著しい 
は、湿田モードに切り替えると、さらに湿田性 
能がします。 

 
 
 標準モード 湿田モード 

旋回時の車速 減速する 減速しない 

副変速「標準」での 

旋回 

スピンターンする

（小回り） 

スピンターンし

ない（大回り） 

乾田での旋回 ◎ ○ 

湿田での旋回 ○（ハンドルを切

りすぎない） 

◎（旋回力大） 

移動走行性能 ◎ ×（使用不可） 

車庫入れ性能 ◎ ×（使用不可） 

 
 
 

（４）電装関係 
 
    ①ウインカスイッチ①ウインカスイッチ①ウインカスイッチ①ウインカスイッチ                                                                

 
方指示器（ウン）を滅させるときに使用しま 
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーが入置とき、する矢印

方にをすと、方指示器が滅します。 
同に液晶コンビネーションータウンパロ

ランプも滅します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ②ライトスイッチ②ライトスイッチ②ライトスイッチ②ライトスイッチ                                                                

 
前照灯を照射させるときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーが入置とき、ラを

右（灯）にすと前照灯が照射し、左（消灯）

にすと消灯します。 
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    ③ホーンボタン③ホーンボタン③ホーンボタン③ホーンボタン                                                                        

 
ーン（警笛）を鳴らすときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーが入置とき、ーンボタンを

すとーンが鳴ります。 
 
〈 ハンドル部 〉 
ーン（警笛）を鳴らすときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーを入置にして、ーンボタンを

すと、ーンが鳴ります。 
 
 
    ④作業灯スイッチ④作業灯スイッチ④作業灯スイッチ④作業灯スイッチ                                                                    

 
作業灯を灯するときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーが入置とき、作業灯を 
して入（ランプ灯）にすると、作業灯が灯し

ます。 
 

 
（５）液晶コンビネーションメータ 
 
運転中各部状態や、があ警告置 
、箇を液晶グラィクモニターとブザー 
知らせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ①回転計①回転計①回転計①回転計                                                                                    

 
エンジン転数を表示します。 
 
    ②アワメータ②アワメータ②アワメータ②アワメータ                                                                            

 
エンジン使用間を表示します。（エンジンを始動

すると、ウンを始めます。） 
 
    ③チャージパイロットランプ③チャージパイロットランプ③チャージパイロットランプ③チャージパイロットランプ                                                

 
エンジン転中にバに充電しなくなときに、 
赤ランプが灯し、ブザーが連続鳴ります。 
 
    ④油圧パイロットラ④油圧パイロットラ④油圧パイロットラ④油圧パイロットランプンプンプンプ                                                                

 
エンジン潤滑が低しときに、赤ランプが 
灯し、ブザーが連続鳴ります。 
 
    ⑤水温パイロットランプ⑤水温パイロットランプ⑤水温パイロットランプ⑤水温パイロットランプ                                                                

 
エンジン冷却水温がにがときに、赤ラン

プが灯し、ブザーが連続鳴ります。 
 
    ⑥ヒータパイロットランプ⑥ヒータパイロットランプ⑥ヒータパイロットランプ⑥ヒータパイロットランプ                                                                

 
エヒータ作動に灯します。 
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    ⑦エラーコードモニター⑦エラーコードモニター⑦エラーコードモニター⑦エラーコードモニター                                                                

 
センサやコンローラにが生じときに、エラ

ーコード文字が滅し、エラーコード表示部にエ

ラーコードを表示します。 
（エラーコード表示部にエラーコードを表示させると

きは、ブザー停止ボタンを５秒間してください。） 
 
    ⑧燃料残量モニター⑧燃料残量モニター⑧燃料残量モニター⑧燃料残量モニター                                                                

 
燃料残量を表示します。ま、燃料残量が少なく 
なときに  ークが滅し、ブザーが断続音 
鳴ります。ブザー停止ボタンをすとブザーが鳴り止 
みます。  ークは滅しまます。 
 
 
（６）ピックアップオートリフト、オートセット、バ 

ックアップ装置 
 
    ①オートリフトボタン①オートリフトボタン①オートリフトボタン①オートリフトボタン                                                                

 
設しているさに、クプを昇させるとき 
に使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業クラレバーが入置とき、オー 
ボタンをすと、クプが設置ま昇 
します。 
 
 
 
エンジンが停止しているも、作業クラ 
レバーとキーが入置になると、 
刈取部が降することがあります注意して 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ②オートセットボタン②オートセットボタン②オートセットボタン②オートセットボタン                                                            

 
設している正なさに、クプを降させ

るときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業クラレバーが入状態、オーセボ 
タンをすと、刈取部が設置ま降します。 
 
    ③バックアップ③バックアップ③バックアップ③バックアップ                                                                        

 
後、クプタンが地をひかけ 
るを防ぐ為、自動クプが昇する置 
す。 
作業クラレバーが入置、を後させ

るとオーさまクプが昇します。 
 
（７）機体水平制御 
 

 

地行、およみ降しをするとき 

は、水平御自動をＯＦＦ（ラ 

ンプ消灯）にして、車節レバー車を最 

も低い置まげてください。が急に 

き転し、ケガをするおそれがあります。 

 

 
    ①車高調節レバー①車高調節レバー①車高調節レバー①車高調節レバー                                                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前方にす ･････ 車が低くなる 
後方にす ･････ 車がくなる 
左にす ･････ 車が左にく 
右にす ･････ 車が右にく 

  取扱い上の注意 

  注 意 
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 参考  
 
水平御置には、手動路がみ込まれ 
ていて、自動御中も車節レバーを作する 

 と、手動昇降角を節きます。 
 自動節をやめると自動御が働きます。 
自動御中に手動角や車を節しと 
 きは、水平御ランプは消灯します。 
 
 
    ②機体水平制御自動スイッチ②機体水平制御自動スイッチ②機体水平制御自動スイッチ②機体水平制御自動スイッチ                                                                                

 
を水平に自動御するときに使用します。 
角節ダルにより、自動御する角を節 
きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業クラレバー入置ときに、を 
すごとに入切を繰り返します。 
 
入（ランプ灯） ･･･ 自動御が働く 
切（ランプ消灯） ･･･ 自動御が切れる 
 
起伏やうねさが変化 
しても、にを水平に保ち 
ます。 
 
 
 
 
 
    ③傾斜角調節ダイヤル③傾斜角調節ダイヤル③傾斜角調節ダイヤル③傾斜角調節ダイヤル                                                                                                                                        

 
車角を一に保ちいときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中置 ･････ 車が水平になる 
  方にす ･････ 車が右にく 
   方にす ･････ 車が左にく 

（８）キャビン関係 
 
    ①ドアハンドル（外側・内側）①ドアハンドル（外側・内側）①ドアハンドル（外側・内側）①ドアハンドル（外側・内側）                                            

 
車からドをするときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 開けかた 〉 
 
ドハンドルを持ち、ボタンをしてロクを解除し 
後、ドをいてください。 
 
〈 閉めかた 〉 
 
ドハンドルを持ち、確実にロクされるまめて 
ください。 
 
 参考  
 
ドをめときは、半ドになていない必ず確 
認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 施錠のしかた 〉 
 
❶ドハンドルボタン部にキーを差し込み、左に 

90してください。ドが施錠されます。 
❷キーを抜いてください。 
 
〈 解錠のしかた 〉 
 
❶ドハンドルボタン部にキーを差し込み、右に 

90してください。ドが解錠されます。 
❷キーを抜いてください。 
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〈 開けかた 〉 
 
ドレバーを後方にいてください。ドがき

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 閉めかた 〉 
 
取手を持ち、確実にロクされるまめてくださ 
い。 
 

 参考  
 
ドをめときは、半ドになていないか必ず 
確認してください。 

 
 
    ②ドアロックボタン②ドアロックボタン②ドアロックボタン②ドアロックボタン                                                                    

 
ドをけて作業をするときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 開けかた 〉 
 
ドを後方に、いぱいまいてください。ドは 
自動的に固されます。 
 
〈 閉めかた 〉 
 
ドロクボタンをしてください。ド固が解

除されます。 
 
 
    ③ワイパー＆ウォッシャースイッチ③ワイパー＆ウォッシャースイッチ③ワイパー＆ウォッシャースイッチ③ワイパー＆ウォッシャースイッチ                                    

 
パー作動と、ウォシャー液を噴出するときに

使用します。 
 
キーが入置とき 
 
を１段す 
     ･････ パーが作動する 
 
を最後ます 
     ･････ している間は、パーが作動し 

ながらウォシャー液が浄液噴出 
から噴出する 

 
を１段す 
     ･････ パーが停止する 
 
を最後ます 

  ･････ している間は、ウォシャー液が 
浄液噴出から噴出する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウンドウガラがいているときは、パ 
ーを作動させないください。ガラやパ 
ーが傷つくおそれがあります。必ず、ウォシ 
ャー液濡らしてからパーを作動させてく 
ださい。 

ウォシャー液が出ないときは、を切 
てください。ウォシャー液が出ない状態 
作動させるとウォシャーモータ故原因 
になります。 

冷、パーブレード（ム部）がガラ 
 に張りつくことがあります。張りついまま 
 作動させると、パーが破損するおそれがあ 
 

  取扱い上の注意 
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ります、吹出切替レバーをロンガ 
ラ置にして、温風ロンガラを 
暖めてください。 

エンジン停止状態パーを長間使用しま 
 すと、バ容量が低し、エンジン始動 
がきなくなります。 

  
 
    ④アンテナ④アンテナ④アンテナ④アンテナ                                                                                

 
ＦＭＡＭラジオを使用するときに使用します。 
 
 
 
ＦＭＡＭ付ラジオセを使用しないとき 
は、必ずンナをしてください。 

格するときは、必ずンナをしてくだ 
さい。 

  
 
    ⑤ルームランプスイッチ⑤ルームランプスイッチ⑤ルームランプスイッチ⑤ルームランプスイッチ                                                        

 
キャビン作業するときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーが入とき 
Ｏ置 ･･･ ルームラが灯する 
ＯＦＦ置 ･･･ ルームラが消灯する 
 
 

 参考  
 
ＯとＯＦＦ中間置はルームラ 
は灯しません。 

 
 
    ⑥ＦＭ・ＡＭ付ラジオカセット⑥ＦＭ・ＡＭ付ラジオカセット⑥ＦＭ・ＡＭ付ラジオカセット⑥ＦＭ・ＡＭ付ラジオカセット                                                                    

 
ラジオを使用するときは、ンナをててください。 
 
〈 ハーネスの接続について 〉 
 
ＦＭＡＭ付ラジオセ電源供しか 
は変更きます。キャビンンナーバーィル 
タをして、中にあるハーネ接続を行てくださ

い。 

〈 通常の接続について 〉 
 
ハーネ接続は、赤白とンクが接続されています。 
 
 

 参考  
 
通接続は、キーを切置にする 
と、本から電源が切れて、プセモーお 
よ計表示が消えます、再セが必要す。 

 こ接続状態は、バ電防止めに、バ 
クプ電源をキー切置切てし 
まうめ、故はありません。 

 
〈 農繁期などで、コンバインを頻繁に使用するときの 
接続について 〉 
 
❶通接続（赤白とンク）をしてください。 
❷赤黒（バクプ電源用）とンクを接続してく 

ださい。 
 
 

 参考  
 
こ接続状態は、プセモーおよ計 
表示は、キー入切置に関係なく 
作動します。 

 
 
 
赤黒とンクを接続し状態は、長期間（１ 
ヶ月）使用しないと、バが電して 
使用きなくなることがあります。必ず赤黒（ 
バクプ電源用）をし、通接続状態 
（赤白とンク）に戻してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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    ⑦ファンスイッチ⑦ファンスイッチ⑦ファンスイッチ⑦ファンスイッチ                                                                    

 
風量を節するときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
風量を３段階に節きます。 
 
ＯＦＦ置 ･････ ァン転停止 
エコン青ランプが灯しているとき 

Ｏ置 ･････ 弱風 
Ｍ置 ･････ 弱風と強風中間 
Ｈ置 ･････ 強風 
 
 

 参考  
 
エコンを入れる前に、ァンを 
希望風量置にセしておきます。 

 
 
    ⑧エアコンスイッチ⑧エアコンスイッチ⑧エアコンスイッチ⑧エアコンスイッチ                                                                

 
エコン電源をＯＯＦＦするときに使用しま 
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーが入置とき 
 
１す ･･････････････････ エコンＯ  

（ランプ灯） 
 
ランプ灯にす ･････････ エコンＯＦＦ

（ランプ消灯） 
 
 
 
エコンは、コンプレサなに無理 
 な力をかけないめに、エンジンを始動してか 
らＯ（ランプ灯）にしてください。 

エコンＯ（ランプ灯）状態 
、風が出ない、風力が弱い状態が続く、ま 
は冷房不は、エコンをＯ 
ＦＦ（ランプ消灯）にしてください。な状 
態連続運転は、ブロモータやコンプレ 
サ損傷につながります。 

 
 
 

 参考  
 
ァンがＯＦＦ置ときは、エコ 
ンをＯ（ランプ灯）にしてもエコ 
ンは作動しません。 

 
 
    ⑨温度コントロールレバー⑨温度コントロールレバー⑨温度コントロールレバー⑨温度コントロールレバー                                                    

 
エコン風温を節するときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＷＡＲＭ ･･･ 近づける風温はくなる 
ＣＯＯ ･･･ 近づける風温は低くなる 
 
 

 参考  
 
除湿をするときは、ＷＡＲＭとＣＯＯ中 
間置にしてください。 

 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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    ⑩吹出口切替レバー⑩吹出口切替レバー⑩吹出口切替レバー⑩吹出口切替レバー                                                                    

 
温風冷風噴出を切り替えるときに使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オペレータ ･････････ オペレータに吹き出す 
 
ロンガラ ･････ ロンガラにか 

 て吹き出す 
 
中間置 ･････ オペレータロンガラ 
         から吹き出し量が変わる 
 
 
    ⑪風向グリル⑪風向グリル⑪風向グリル⑪風向グリル                                                                            

 
風量を変更するときに使用します。 
風グルは、キャビン前方と後方にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吹出風グルを矢印方（右転）に転する 
と風量が少なくなり、反転（左転）にすると風量 
が多くなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ⑫ドアウインドウ・サイドウインドウ⑫ドアウインドウ・サイドウインドウ⑫ドアウインドウ・サイドウインドウ⑫ドアウインドウ・サイドウインドウ                                

 
することがきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 開けかた 〉 
 
ウンドウ取手をつまん横にいてください。 
 
〈 閉めかた 〉 
 
ウンドウをいぱいまめると、自動的にロク 
されます。 
 
 
    ⑬リアウインドウ⑬リアウインドウ⑬リアウインドウ⑬リアウインドウ                                                                    

 
することがきます。 
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〈 開けかた 〉 
 
ハンドルをしてロクをし、そままにし 
てください。窓が自動的にきます。 
 
〈 閉めかた 〉 
 
ハンドルを持て手前にき寄せ、ハンドルをして 
ロクしてください。 
 
 
    ⑭灰皿⑭灰皿⑭灰皿⑭灰皿                                                                                        

 
 

 

を掃除するときは、こが 

 確実に消えて、が十分に冷えてから行て 

 ください。 

 

 

 

〈 使いかた 〉 
 
はキャビン左前方にあります。 
をいて使用してください。使用後は、を 
してしてください。 
 
 

〈 灰皿の取り外しかた 〉 
 
を掃除するときは、記要領脱着してくださ 
い。 
 
❶をいてください。 

❷板バネを軽くさえながら、をき出してくだ 

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 灰皿の取り付けかた 〉 
 
取りし逆手順取り付けてください。 
 
 

    ⑮ドライバーシート⑮ドライバーシート⑮ドライバーシート⑮ドライバーシート                                                                                    

 
運転格にわせて、前後に６段階節がき 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前後節レバーを矢印方にきげて、ドラバー 
シーを前後にラドさせ、作しやすい置に

節してください。 
ま、ドラバーシーは前方にすことがきます。 
 
 
    ⑯取扱説明書収納ポケット⑯取扱説明書収納ポケット⑯取扱説明書収納ポケット⑯取扱説明書収納ポケット                                                    

 
取扱説明書をするポケが、ドラバーシー 
後にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
    ⑰チルトレバー⑰チルトレバー⑰チルトレバー⑰チルトレバー                                                                                        

 
ングハンドル前後角を、節するとき 
に使用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解除方 ･････ ハンドル固が解除される 
固方 ･････ ハンドルが固される 
 
好み角に節し、節後は確実に固してくださ 
い。 

  注 意 
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    ⑱エンジンルームロックレバー⑱エンジンルームロックレバー⑱エンジンルームロックレバー⑱エンジンルームロックレバー                                            

 
〈 オープンのしかた 〉 
 
❶ドを確実にめてください。 

❷左手エンジンルームバー部を持ち、右手 

 エンジンルームロクバーを手前にいて、エン 

ジンルームをオープンしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エンジンルームをオープンするときは、完に 
 オープンするまバー部を持ていてく 
ださい。オープン途中手をすと、エンジ 
ンルーム変形原因になります。 

  
 
〈 収納のしかた 〉 
 
❶ドを確実にめてください。 
❷エンジンルームをじると自動的にロクされます。 

 
 参考  
 
エンジンルームをじときは、ロクが確実に 
きているか確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ⑲乗降ステップ解除レバー・⑲乗降ステップ解除レバー・⑲乗降ステップ解除レバー・⑲乗降ステップ解除レバー・                                                

        乗降ステップ収納ペダル乗降ステップ収納ペダル乗降ステップ収納ペダル乗降ステップ収納ペダル                                                                        

 
乗降プセ、およするときに使用し

ます。 

 
〈 乗降するとき 〉  〈 収納するとき 〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解除レバーを矢印方にすとロクが解除され、 
プが出します。 
ペダルをみ込むと、プがされてロ 
クされます。プ段を手矢印方にしげ 
ても、同様にロクされます。 
 
 
 
移動行するときはしてください。 
乗降プ解除レバーを作すると、プ 
 が出します注意してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（９）作業部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①カウンタケース 
 エンジンから出力を作業部に伝達するギケー 
す。 

 作業部動力伝達入切（作業クラ入切） 
はここＶベルクランション行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ピックアップ 
 穫物を拾いげ、コンベ供します。 
③クロップカバー（前） 
 穫物コンベ円滑な供を補助するも 
す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④エプロン・スカート 
 切断ラ等拾いげ効率をげるもす。 
 長ラやてラ拾いげは、詰まり原因 
となりますエプロンをして作業してください。 

⑤コンベア 
 クプ拾いげ穫物をャンバ供 
するもす。 

⑥クロップカバー（後） 
 穫物ャンバ円滑な供を補助するも 
す。 

 てラ等、ャンバ供されるに、ャンバ 
入いぱいさになるも使用します。 

 それはミ詰まりになる可能性がある 
 して作業してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤コンベア 

③クロップカバー（前）

②ピックアップ 
④スカート ④エプロン 
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⑦チャンバローラ 
 ャンバ；ベールを形成する部屋す。 
 ローラ；穫物をャンバ転させながら円柱 

状ベールに形成させるもす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ブザー・パトライト 
 ベール形成が完了しことをオペレータに知らせ 
ます。 
ベール形成が完了するとブザーが鳴り、パラ 
が転します。そしてバンディング置が作動 
します、行を停止してください。 

 
⑨バインディング装置 
 形成が完了しベールにンを巻きつけるも 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩ゲート開閉油圧シリンダ・安全ストッパ 
 シンダはーをするもす。 
 パはに使用し、ーをじ 
ないようにするもす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



  

  

- 31 - 

３ 運転の仕方 

 
 

 

換気い運転すると、気ガにより 

中毒になる事があります。 

窓や戸をあけ、十分に換気をしてください。 

 

 

 

 

エンジンを始動する、が急に動いてケガ 

 をする事があります。 

 駐車ブレーキをかけ、作業クラを切てく 

ださい。 

作業クラを切らないエンジンを始動する 

 と、急にクプやローラが駆動され、周 

囲にいる人がケガをする事があります。 

作業クラを切てから始動してください。 

急すると、事故を起こす事があります。 

 周囲を確認し、ゆくりとしてくだ 

さい。 

 

 

 

１．走行の仕方 
（１）燃料量をし、少ないはディーゼル軽 

を補してください。 
 
 

 

に気を近づけるとになる事があり 
ます。 
気を近づけないください。 
はエンジンを停止し、エンジンが冷えてか 
ら行てください。 

 
 
（２）燃料コシ器燃料コクを置にしてく 

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）ウォーターセパレータコクを置に 
してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）乗降プをセし、本に乗り込み、ド 

ラバーシーに座てください。 
   乗り降りときには、必ず乗降プを図 

ようにセしてください。 
 
〈 乗降するとき 〉  〈 収納するとき 〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ドラバーシーに座り、変速レバーを 
（中）置に、作業クラレバーを切置 
にし、駐車ブレーキをかけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）ドラバーシー前後置節をしてくだ 

さい。 
 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶前後節レバーを矢印方にきげてください。 
❷ドラバーシーを、作業しやすい置に前後移動 

してください。（６段階） 
❸前後節レバーから手をしてください。ドラバ 
ーシーが固されます。 

  警 告 

  注 意 

  危 険 
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（７）ングハンドル前後角を節してく 

ださい。 
 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ルレバーを解除置にしてください。ハン 

ドル固がゆるみます。 
❷ングハンドル前後角を、作業しやす 

い置に節してください。 
❸ルレバーを固置にしてください。ハン 

ドルが固されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（８）クセルレバーを手前にき（エンジン転 
置）、キーにキーを差し込ん入 
置にしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 参考  
 
エヒータに通電しているときは、液晶コンビネー 
ションータヒータパロランプが灯しま 
す。 

ことき、液晶コンビネーションータ各ランプ 
は、数秒間灯してから消灯しますが、ャージパ 
ロランプとパロランプは、エンジ 
ンが始動しないと消えません。 

冷は、ヒータパロランプが消灯してから 
 キーを始動置にし、エンジン始動後 
 暖運転（１５分）を行てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）セィペダルをいぱいにみ込ん、キー 

を始動置にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セィペダルをいぱいまみ込まないと、 
エンジン始動がきません。 

セルモータは、大電流を消します、１ 
秒連続使用は絶対にしないください。 
１秒始動しなかは、いん 
キーを切置にして、１分経 
てから、再始動してください。 

作業クラレバーが入置は、エンジ 
ン始動がきません。作業クラレバーを 
切置にしてからエンジンを始動してくだ 
さい。 

 

  取扱い上の注意 
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（10）エンジンが始動しら、速やかにキー 

から手をしてください。キーは、自動 

的に入置に戻ります。 
 
 
エンジン転中は、絶対にキーを始 
動置にしないください。セルモータが破 
損することがあります。 

  
（11）クセルレバーを作し、エンジン転を液晶 
コンビネーションータ転計目盛が示す 
グーンゾーン置にしてください。 

 
                グリーンゾーン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本はＨＳＴミションめ、行はエン 
ジン転を、液晶コンビネーションータ 
転計目盛が示すグーンゾーン置にし 
てください。 

  
（12）クプ節、まは 

クプ節レバーを昇にしてくださ 
い。クプが昇します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（13）副変速レバーを希望置にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
副変速レバーを作するは、必ずが完 
に停止してから行てください。動いている 
ときに行うと、が破損することがあります。 

セィペダルをみ込まない方が、ムーズ 
に変速きます。 

坂道は変速しなしください。 
 

 
（14）ングハンドルを右手持ち、左手 
変速レバーをゆくり前方してください。 
がします。 

 
１）周囲を十分に確認する。 

 ２）変速レバーをゆくり前方にしてする。 
 ３）後、必要に応じて変速レバーをさらに前 

方してードをげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
変速レバーは、セィペダルをみ込まず 
に作してください。セィペダルをみ込 
むと、変速レバー（中）置固さ 
れます。 

変速レバーを前から後、まは 
後から前に作するは、必ず 
が完に停止してから行てください。動い 
ているときに行うと、が破損することがあ 
ります。 

 
 
（15）しい方ングハンドルをす 

と、そ方がします。 
 
 

 

副変速レバーが行置速移動は、 

 急しなしください。必ず速をとして 

 行てください。守らないと、接転事故 

 おそれがあります。 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  警 告 
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２．停止の仕方 
（１）変速レバーを（中）置にしてくださ 

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）クセルレバーを前方にし戻してください。 
   エンジン転ががります。 
（３）キーを切置にしてください。 
   エンジンが停止します。 
（４）キーを抜いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
変速レバーが（中）置ないときは、 
 キーを切置にしないください。 
 エンジン再始動が行いにくくなることがあり 
ます。 

 
 
３．駐車の仕方 
（１）駐車ブレーキロクレバーを手前にいて、セ 
ィペダルにク部をかけると、駐車ブレー 
キがかかります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）駐車ブレーキを解除するときは、セィペダ 

ルをいぱいにみ込んください。駐車ブレー 
キロクレバーが前方に戻り、ク部がれて 
解除きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．トワインの通し方 
 
 

 

ンをするおよンを通す、 

 ローラに接すると巻き込まれ、ケガをする事 

があります。 

作業クラを切りエンジンをとめてから行 

てください。 

 

 

 
 
ンは、ター正次もを使用して 
ください。 

 
サザルン TH6000（6000ィー） 
ＰＰン   TP12000（12000ィー） 

 
 
（１）ンを、ンケーシングに４個 

してください。 
 
 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  取扱い上の注意 
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（２）ンＢ終わりとＡ始め、Ｃ終わりと 
Ｄ始めを結んください。 

   結方は、ンを半分に裂きそれぞれ結 
目がずれるように結んください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 サザルン 〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ドラブプーを矢印方にし、ング 

ームをからにかうように移動させて、 
ガドロール間距が230㎜になる置とめ 
てください。 

 
 
 
ングームがからにかう置 
 セしても、バンディングは起動しません。 
 

 
 
（４）ンＢ始端部を①～⑩順序通します。 
  ガドーム端より200～230mm長さま 

  き出してください。 
 
 
 
 
 

（５）反対ンＣも同様に通しますが、こち 
らにはドラブプーはありません。 
⑤～⑥かわりに⑪に通します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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を子よく長持ちさせるめ、作業前に必ず行いましょう。 

 
１ 運転前の点検 

 
１．製品本体の点検 
 
（１）各部取付けボルに緩みはないか。 
   不具がつかは増し締めしてください。 
 
（２）各部Ｖベルローラェーンコンベベル 

張りは正か。 
   不具がつかは6-17 各部ベル 

節仕方6-22 各部ローラェーン 

節仕方6-23 コンベベル 

節仕方 説明に基づきしてください。 
 
（３）梱包密出ンク部は、正規状態にさ 

れているか。 
   不具がつかは6-31 梱包密出 

ンク説明に基づきしてください。 
 
（４）ンブレーキプングは正規寸法か。 
   不具がつかは、6-25ンブレ 

ーキ説明に基づきしてください。 
 
（５）バンディングナは、ン切れが 

いか。 
   不具がつかは、6-27 バンディン 

グナ説明に基づき不具を解消し 
てください。 

 
（６）ンは十分あるか。ン通し方は正 

しいか。バンディングームは正規置にな 
ているか。 

   不具がつかは、1-4 ン通 
し方説明に基づき不具を解消してください。 

 
（７）タンロータラシュに損傷がないか。 
   損傷しているは、部品表を参考に部品を交換 

してください。 
 
（８）各部にラ詰まりはないか。 
   詰まりがあるは除去してください。 
 
（９）各部注脂は十分か。 
   不具がつかは、2-3 箇一覧 
表説明に基づきしてください。 

 
（10）クローラ張りは正か。 
   不具がつかは、6-19 クローラ 

節仕方説明に基づきしてください。 

２．エンジンルーム内部の点検 
 
（１）エンジンオル量は正か。汚れはないか。 
   不具がつかは、6-3 オル 

補交換仕方説明に基づき補交換し 
てください。 

 
（２）冷却水量は正か。 
   不具がつかは、6-4 冷却水 

補交換仕方説明に基づき補してくだ 
さい。 

 
（３）エクーナに汚れはないか。 
   不具がつかは、6-10 エクーナ 

ー掃除交換仕方説明に基づき掃除交 
換してください。 

 
（４）冷却ァンベル張りは正か。 
   不具がつかは、6-17 各部ベル 

節仕方説明に基づきしてくだ 
さい。 

 
（５）エンジン防塵置にこりやミがないか。 
   不具がつかは、6-11 吸気ラジ 

エータクーンラジエータィン掃除仕 
方説明に基づき掃除してください。 

 
 

２ エンジン始動での点検 

 
１．走行部各操作部の点検 
 
（１）音はないか。 
 
（２）気ガ色は正か。 
   6-20 気ガ色について説明に基づき 

確認してください。 
 
（３）各レバー、作動状態は正か。 
 
（４）セィペダル作動具は正か。 
 
（５）ングハンドル、が行える 

か。 
 
（６）作業クラレバー、作業部作動停止が 

行えるか。 
 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 
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２．作業機油圧系統の点検 
 

 

 

手やーに、ゆるみや損傷があると、 

 出るオルあるいは作業急な降 

 ケガをする事があります。 

 補修もしくは部品交換してください。 

 手やーをすは、路力を 

 無くしてから行てください。 

 

 
（１）ー用系統 
 

 

 

ーをける、後方に人がいるとな 

 間に挟まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 

 後方をよく確認してからけてください。 

ーをじる、中に人がいるとーに挟 

まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないください。 

 

 

 

 

ーをけて中、不意にー 

 がまり、挟まれてケガをする事があります。 

 シンダにパを掛け、プ 

 バルブを置にし、ーを確実にロ 

クしてください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ープバルブレバーをに 
切替えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ーをき、ーが完にいら、ー 
から手をし、ーが降するか確認 
します。 

 降しなけれありません。 
 ーが降するは、オル漏れ箇を探し、 
補修まは部品交換をしてください。 

 オル漏れがないに降するは、ー 
を１繰り返し、エ抜きをしてください。 

 
③ー降速を確認してください。 
 速するは、ローターンバルブダルを 
右にして遅くしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  注 意 

  危 険 

  警 告 
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（２）クプ昇降用系統 
 
 

 

クプをけて、中、不意に 

クプががり、挟まれてケガをする事 

があります。プバルブを置にし 

クプを確実に固してください。 

 

 
①クプ昇降プバルブレバーを 
に切替えます。 

 
②クプを昇させ、完に昇しらレバー 
（）から手をし、クプが降す 
るか確認します。降しなけれありません。 
降するは、オル漏れ箇を探し、補修ま 
は部品交換してください。オル漏れがないに 
降するは、昇降を１繰り返し、エ抜 
きをしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③クプ昇降速を確認してください。 
 速するは、シボベンダルを右にして 
遅くしてください。 

 
３．給油装置の点検 
（１）オルタンクオルが満タンになている事 

を確認してください。足りないはギオルＳ 
Ａ 90を補してください。最大容量1.5。 

 
 
 
オルタンクさはに4cmに保 
てください。 
それになると空気を吸い込み空気抜きが必 
要になります。 
空気抜き要領は6-32 置空気抜き 
要領を参考にしてください。 

 
 
（２）ーを数してください。 
 
（３）ーをじ、ロクンディケータががり 

きを確認してください。 
 

 
（４）ラクタエンジンをとめ、各ブラシから量 

されているかを確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  取扱い上の注意 
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３ 給油箇所一覧表  

 
○、塗布するオルは清浄なもを使用してください。 
○グーを脂する、量とは古いグーが出され、新しいグーが出るます。 
○そ他、転、動支摺動部には、オルを量に注してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．トラックローラ・アイドラ関係        ７．スイングアーム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．燃料タンク 

２．エンジン 

４．ラジエータ 

５．サブタンク 

３．ミッション 
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８．ピックアップチェーンテンション         ９．ピックフロート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０．コンベアチェーンテンション          １１．コンベアリフトアーム支点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２．クラッチテンション支点            １３．ゲート開閉シリンダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ グリース 

 ニップル 

テンション 

グリース 

 ニップル 

リフトアーム 

フロートステー 

グリースニップル 

 

グリース 

 ニップル 

 

グリースニップル 
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１４．トリップレバー       １５．ドライブプーリ         １６．ナイフプレート 

                        ・スイングアーム支点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
１７．ローラチェーン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
１８．オイルタンク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

グリースニップル 
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No. 

 

    箇   

 

箇 

 

潤滑種 

 

交換間 

 

量 

 

備  考 

 

1 

 

燃料タンク 

 

1 

 

ディーゼル軽油 

 

 

 

50 

 

給油 

 

 

 

2 

 

 

 

エンジン 

 

 

 

1 

 

 

ディーゼルエンジン用 

SAE 10W30 

1回目；50時間後

又は1シーズン後 

2回目以降；100時間

ごと、又は1シーズン

ごとのどちらか 

早い方 

 

 

 

6 

 

 

 

〃 

 

 

3 

 

 

ミッション 

 

 

1 

 

 

トランスミッション 

フルード TF-300 

1回目；50時間後

又は1シーズン後 

2回目以降；300時

間ごと、又は2年ご

とのどちらか早い方 

 

 

8.8 

 

 

〃 

 

4 

 

ラジエータ 

 

1 

 

清水アンチフリーズPT 

 

1年ごと 

 

6 

 

〃 

 

5 

 

サブタンク 

 

1 

 

〃 

 

〃 

 

0.45 

 

〃 

 

6 

 

トラックローラ、アイドラ関係 

 

16 

 

グリース；2号 

 

使用ごと 

 

適量 

 

グリースニップル 

 

7 

 

スイングアーム 

 

8 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

8 

 

ピックアップチェーンテンション 

 

1 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

9 

 

ピックフロートステー 

 

2 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

10 

 

コンベアチェーンテンション 

 

1 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

11 

 

コンベアリフトアーム支点 

 

2 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

12 

 

クラッチテンション支点 

 

1 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

13 

 

ゲート開閉シリンダ 

 

4 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

14 

 

トリップレバー 

 

2 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

15 

 

ドライブプーリスイングアーム支点 

 

4 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

16 

 

ナイフプレート 

 

2 

 

オイル 

 

〃 

 

〃 

 

塗布 

 

17 

 

ローラチェーン 

 

8 

※ギヤオイル 

 SAE 90 

 API GL-5 

 

〃 

 

〃 

塗布 

①､②､③､④､⑤､⑦ 

自動給油 

 

 

18 

 

 

オイルタンク 

 

 

1 

 

〃 

 

〃 

 

最大

1.5 

 

 

 
 
※コモ石コモギー GL－5 80W-90は相品をお使いください。 
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み降しをするは、平坦し、 

 交通な危険がないを選んください。 

 守らないと、思わぬ事故原因になります。 

込むラクは、車止めな動かないよう 

 に処置してください。守らないと、思わぬ事故 

 原因になります。 

ユミ板は、基準にもを使用してくだ 

さい。守らないと転事故原因になります。 

み降し方は、込みは前、降 

しは後行てください。守らないと、バ 

ランを崩し、転転事故原因になります。 

ユミ板は、路変更を絶対に行わない 

ください。クローラがユミ板かられて、 

転するおそれがあります。 

本直前直後にはが不意に動いとき 

にあぶない、絶対にないください。 

本がユミ板とラク目をえると 

きは、急に重心が変わる、十分に注意して 

ください。特に、ード速いときは、転 

おそれがあります、必ず遅いード 

行てください。 

ラクに込んだは、エンジンを 

 停止して、駐車ブレーキをかけてください。 

は丈夫なロープ確実に固してください。 

守らないと、転事故原因になります。 

 

 
 

 

み降しをするときは、ＦＯ自動 

を必ず切（ランプ消灯）にしてください。 

が急にいて転し、ケガをするおそれが 

あります。 

車が最置になていることを確認してく 

ださい。 

乗降プをしてください。 

本は、作業す。 

 公道乗車運行はきません。 

 乗車運行しは道路交通法に違反します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１ アユミ板について 

 
ユミ板は、記基準にもを使用してくだ 
さい。 
 
〈 アユミ板の基準 〉 
 
長さ ･･･ ラクさ4倍。 
 ･････ 45cm。 
強 ･･･ 1枚が3500kgに十分耐えられるも。 
表 ･･･ すべらないよう処理してあるも。 
ラクに掛けるめクが付いて 

いるも。 
 
 

２ トラックについて 

 
❶ラクは、本がに十分まる大きさを 
準備してください。 

 
❷ラクは、平坦し、交通な危 
険がなく、作業が十分に行える広さに停車し 
てください。 

 
❸ラク変速はＰまは１速Ｒ置 
に入れ、駐車ブレーキを掛けてください。 

 
❹タに車止めをしてください。 
 
❺ラクにユミ板クを段差がきな 
いよに、確実に掛けてください。 

 
 

３ 積み込み方 

 
１．本み込みは、前行てください。 
 
２．ク節レバー（）を作し、ク 
 を最げにします。 
 
３．ユミ板セは、ユミ板方中心 
 を本クローラ中心にうようにラクにかけま 
す。 
 こ、ユミ板がラクかられない事 
を確認してください。 

 
 

３３３３    運搬の仕方運搬の仕方運搬の仕方運搬の仕方 

  警 告 

  注 意 



  

  

- 44 - 

４．本をユミ板に平行となるよう、副変速は低 

速行させます。 

 

５．本をユミ板に載せてからラクに完に 

るまは、本行速は低速行してくださ 

い。 

 

６．本が運搬にがる瞬間が、本バランが 

一番必要となるめ、十分注意が必要す。 

 

７．本がラクにみ込まれら、セィペダ 

ルをいぱいにみ込んください。 

  駐車ブレーキをかけてください。 

 

８．ク節レバー（）を作し、ク 

コンベをラクに接地させます。 

 

９．エンジンを停止してください。 

 

10．左右ロープク（４ヶ）に、十分強 

あるロープをかけて、を確実に固してくだ 

さい。 

 

 
４ 降ろし方 

 
１．を固しているロープをしてください。 

 

２．エンジンを始動してください。 

 

３．ク節レバー（）を作し、ク 

を最げにします。 

 

４．セィペダルをみ込ん、駐車ブレーキを解 

除してください。 

 

５．本をユミ板に平行となるよう、副変速は低 

速行させます。 

 

６．本をユミ板に載せてから地に完にるま 

は、本行速は低速行してください。 

 

７．本がラクからユミ板にる瞬間が本 

バランが一番不となるめ、十分注意が必要 

す。 

 

８．本を完にラクから降しら、変速レ 

バーを（中）置にして、駐車ブレーキを掛 

けてください。 

 

９．エンジンを停止してください。 
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１ 本製品の使用目的 

 
１．本製品は、において牧草、稲ラ、麦かん 

梱包作業にしています。 

  他用途には使用しなしください。 

 

 
２ 作業のための調整 

 
 

 

エンジンをとめずに作業すると、第三不注 

意により、不意に作業が駆動され、思わぬ事 

故を起こす事があります。エンジンをとめ、 

転部や駆動部がとまている事を確かめてくだ 

さい。 

 

 
 

１．トワイン巻数の調整 

  ベールン巻数は、梱包するもや後作 

業ハンドング数によりします。 

 

 

梱 包 対 象 

ハンド 

ング 

 

ンプー 

 

巻数 

切断ラ 

燥ラ 

 

 

牧草、長ラ 

 

多 

 

 

 

少 

 

大径 

 

 

 

小径 

 

多 

 

 

 

少 

 

 

（１）大径プーにンを掛けると巻数は多くな 

ります。 

 

（２）ンを掛けるプー置にわせガド 

ロール置をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．トワインガイドの調整 

 

（１）ベール端部ン巻付置はディク 

ームをしています。 

（２）ディクームを持ちげ、穴置を変えてく 

ださい。 

（３）梱包する物がく燥していり、麦わらよ 

うな滑りやすいときは、にセします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．梱包密度の調整 

 
 
梱包密を低くすると、要エンジン力は大 
きくなります。条件目的にわせて、梱 
包密をしてください。 

ローラェーンがしいは、梱包密 
を低くしてください。 

  
（１）ロドによる 

   ロドをンクＣ穴に付けると密は低く 

（軽く）なり、Ｂ穴に付けると密はく（重 

く）なります。Ａ穴は使用しなしください。 

   こににより、密は大きく変化します。 

   通はＢ穴作業してください。 

 

（２）プングによる 

   プングをプレバー①穴に付ける 

と密はく（重く）なり、③穴に付けると密 

は低く（軽く）なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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 梱包重量と要エンジン力関係は表ようにな 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）作業速による 

   作業速をおとすと、梱包密はくなります。 

   作業状況にわせて、作業速をしてくだ 

さい。 

 

４．ピックアップオートリフト・オートセットでのタ 

イン地上高の設定 

 

 

 

エンジンが停止しているも、作業クラ 

レバーとキーが入置にあると、 

オーオーセボタンをしと 

きにクプが降することがあります。 

周囲を確認し、作を行てください。 

 

 
（１）〈 オートセット高さの設定のしかた 〉 

  オーセ、降するクプさを 

設することがきます。 

 

①エンジンを始動してください。 

②本はに移動してください。 

③作業クラレバーを入置にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④オーセさ設レバー 

 を作してください。 

 １段約30mm変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤クプさ節レバー（）を作し、 

 クプを限ま昇させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥オーセボタンをしてください。 

 オーセさ設レバー設しさま 

クプが降します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦クプタン地が20～40mmになる様 

に④～⑥を繰り返して設してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）〈 オートリフト高さの設定のしかた 〉 

  オー昇するクプさを設 

することがきます。 

 

①エンジンを始動してください。 

②作業クラレバーを入置にしてください。 

③クプさ節レバー（）を作し、 

クプを限ま降させてください。 

  注 意 
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④オーボタンをしてください。 

 クプさ出センサが反応すると 

こまクプが昇します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤エンジンを停止してください。 

⑥ンケーシング本を前からて左に 

クプさ出センサが取付いています。 

⑦出センサ取付ブラケ長穴部ボル 

２本をゆるめて、にラドしてしてく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧希望さになる様に①～⑦を繰り返し設してく 

ださい。 

 

５．エプロンの調整 

  作業する穫物状況に応じてン取付置を

変えてください。 

  、穴置Ｃ使用する、エプロンが邪魔

あれして作業してください。 

 

収 穫 物 状 況 穴 位 置 

切 ワ ラ ａ 

切ワラで大きめのウインドロー ｂ 

長ワラ、立てワラ、牧草 ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作業要領 
 
 

 

行中およ作業中、転するおそれがあります。 

路肩付近や軟弱地は、十分注意して使用して 

ください。 

    
 

運転中は転中、クプに接すると 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。ク 

プ手供は、危険す。やめてください。 

 クプ部に草が詰まは、必ず作業クラ 

及エンジンを切てから除去してください。 

運転中は転中、ローラに接すると巻き込 

まれ、ケガをする事があります。 

ローラにれないください。 

ローラに草が巻き付いは、作業クラ及 

エンジンを切てから除去してください。 

ーをける、後方に人がいるとーに 

 挟まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 

 後方を確認してからけてください。 

ーをじる、中に人がいるとーに挟 

まれ、ケガをする事があります。 

周囲に人を近づけないください。 

地出すると、ベールが転がり、巻き込 

まれてケガをする事があります。 

 ベール出は平坦な行てください。 

ンをする及ンを通す、 

ローラに接すると巻き込まれ、ケガをする事 

があります。 

作業クラを切り、エンジンをとめてから行 

てください。 

作業をする、周囲に人を近づけると、に 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 

地速を出しすると、事故をまね 

く事があります。低速作業してください。 

坂途中副変速レバーを作しり変速作 

をしないください。ま、め行やも 

しないください。する原因となります。 

坂前低速に変速してください。 

わき運転をすると、周囲害物や、 

 周囲人危険ながきず、思わぬ事 

故を起こす事があります。 

 前方や周囲、十分に注意を払いながら運転し 

てください。 

手し運転をすると、思わぬ方し、事 

故を起こす事があります。 

しかりとハンドルを握て運転してください。 

 

 

  危 険 

  警 告 
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ー、ーに挟まれケガをする 

事があります。 

を確認して、してください。 

運転中は転中、バーをけると転物に 

巻き込まれ、ケガをする事があります。 

バーをけないください。 

や、付着物除去なを行う、作 

業クラ及エンジンをとめずに作業すると、 

第三不注意により、不意に作業が駆動さ 

れ、思わぬ事故を起こす事があります。 

作業クラを切り、エンジンをとめ、転部 

や可動部がとまている事を確かめて行てく 

ださい。 

  
 

 

エンジンをかけまま本かられると、不意 

に本が動き出し、思わぬ事故を起こす事があ 

ります。 

エンジンを停止し、駐車ブレーキをかけてくだ 

さい。 

 

 
１．ほ場への出入りの仕方 
 
（１）副変速レバーを低速置にして、変速レ 
バーをゆくり前にしてください。 

（２）あぜに対して直角に出入りしてください。 
   20cmいあぜは、ユミ板を使用 

してください。 

 

〈 急な坂道の場合 〉 

 
進行方向 
 

 
登 り 

 
前 進  

進行 
方向  

降 り 
 

後 進 

 
移動速度 

 副変速レバー低速置、変速レバーは最低速 
、ゆくり登り降りしてください。 

 

 

 

急な坂道は、行方や速を誤ると、 

 転してケガをするおそれがあります。必ず 

記方法に従てください。 

 

 
 

 

 

２．実作業の要領 

 

（１）ベールウンタダルを右にし0にセ 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）輸送用ャンネルをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）エンジンを始動してください。 

 

（４）ロクンディケータが
○
ｂ置にてい 

ることを確認してください。 

   ていないときは、ーを 

に作し
○
ｂ置まげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）バンディングがセされているか確認して 

ください。 

   1-3-4 ン通し方を参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

  警 告 

  警 告 
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（６）副変速レバーを作物条件にわせて、標準 

低速置いずれかに入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業速度の選びかた 

 

 

副変速レバー位置 

 

 

使 用 条 件 

 

 

低 速 

・ほ場、収穫物かなり 

ていてウインドロー大き 

い場合 

 

標 準 

 

 

・通常 

 

 

（７）作業クラレバーを入置にしてください。 

 

（８）作業中エンジン転を、液晶コンビネーショ 

ンータ転計目盛がグーンゾーン～ 

ＭＡＸ置を指すように、クセルレバー 

節してください。 

 

（９）ウンドローをまい行してください。 

   形状いベールを作るめに、穫物がャ 

ンバに均等に入るように作業します。 

   ウンドロー巾がせまいは、図示通り作業 

  すると形状いベールがきあがります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業速は0～5.0km/hrす。 

 条件及ウンドロー大きさに速 

作業してください。 

梱包を成形中及ン巻付け中は、作業ク 
ラを切らないください。 

 
 
（10）ャンバ穫物量は、ンディケータ 

座から確認きます。 

   ャンバ量が増えると、ンディケータが 

がてきます、目にして作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）ャンバベールが密になると、ブ 

ザーが鳴りパラが転してン巻付 

が始まります行を停止してください。 

 
 
ンがャンバに入て行かないときは、 
 更に1m程行すると、巻付けが始まります。 
  
（12）ン巻付が終了し、ンが切断され 

ると、バンディング置が停止します、作 

業クラを入置にしままー 

をに作し、ーをけ、ベー 

ルを出します。 

 

 

地出するとベールが転がり巻き込まれ 

てケガをすることがあります。 

ベール出は平坦な行てください。 

 

 
（13）ベール出が終わらー 

をに作して、ーをじてください。 

 

（14）ロクンディケータが
○
ａから

○
ｂ置にが

ことを確認して次梱包作業に入てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
ロクンディケータが○ｂ置まさがりき 

ていない状態作業に入ると、ロキング 

クがれて梱包きなくなります。 

ロクンディケータが○ｂ置まさがりき 

るを確認して梱包作業に入てください。 
 

 
 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  危 険 

  取扱い上の注意 
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３．バインディングの強制作動 

 

 

ン巻付置をする、ローラに接 

 すると巻き込まれケガをする事があります。 

 作業クラ及エンジンを切てから行て 

 ください。 

 

 
作業終了後、ベールが未完成ときは次手順バ 

ンディングを手動起動してください。 

 

（１）作業クラを切り、エンジンをとめてください。 

 

（２）ングームンを 1～2ｍき出し、 

端を結んください。 

 

 

（３）ラを方に手きげると、ング 

ームがします。 

 

 

バンディングを手動起動させると、ン 

グームがプング力により、速い速 

します。 

ングーム転方に身を入れるとケガ 

をします。 

ングーム転範囲には身を入れない 

ください。 

 

 
（４）エンジンを始動し、作業クラを入れると、バ

ンディングが作動しン巻付が始まります。 

 
 
 
 

 

 

エンジン転中やエンジンがい間は、燃料を 

 抜いり、注を絶対にしないくださ 

い。 

燃料なにして、原因になります。 

燃料補や燃料を抜くときは、くわえタバコ 

 裸照明は絶対にしないください。燃料に 

して、を起こすおそれがあります。 

燃料補や燃料を抜い後は、燃料キャプを 

 確実に締め、こぼれ燃料はきれいに拭き取 

てください。守らないと、やケド原因 

になります。 

エンジンがい間は、シーなを絶対にかけ 

ないください。原因になります。 

 

 

 

備をするときは、必ずエンジンを停止 

 し、駐車ブレーキをかけてから行てください。 

 に巻き込まれてケガをするおそれがありま 

す。 

備をするときは、平坦し 

行てください。本が転するな、思わ 

ぬ事故原因になります。 

 

 

 

備をするときは、過部が十分冷えて 

 から行てください。ケドするおそれがあり 

ます。 

水いをするときは、エンジン部電品に水 

がかからないようにしてください。故原因 

になります。 

 

 
 

１ 作業後の手入れ 

 
１． 行部（シャーシ）に堆し穫物を除去して 

 ください。 

 

２. コンベに堆し穫物を除去してください。 

    クレーパを解除すると清掃しやすくなります。 

、清掃、コンベベルに傷が付かない様 

  注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  清掃後クレーパをセしてください。 

 

３．クプに付着し穫物を、中取 

り除いてください。 

 

４．バンディング部に堆しミなを取り除い 

てください。 

 

５．ローラに付着し穫物は除去してください。 

 

６．駆動部に堆しミなを取り除いてく 

ださい。 

 

７．破損し部品、消耗し部品を交換補充してく 

ださい。 

８．備一覧表に基づき駆動部、連結部なを 

してください。 

 

９．備一覧表に基づき脂を補してください。 

 

10．塗されていない露出部は、さを防ぐめにグ 

ーを塗布してください。 

  危 険 
  注 意 

５５５５    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  危 険 

  警 告 

  注 意 
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２ 長期格納する時 

 
１．各部掃除をしてください。 

 

２．備一覧表に基づき駆動部なをしてく 

ださい。 

 、破損し部品、消耗し部品を交換補充し 

てください。 

 

３．備一覧表に基づき脂を補してください。 

  転動支及摺胴部には注し、塗され 

ていない露出部にはグーを塗布してください。 

 

４．塗損傷部を補修塗するか、まはを塗布 

し、さ生を防いください。 

 

５．は風通しい屋に保管してください。 

 

６．やむをえず屋に保管するは、シーを掛けて 

ください。 

 

７．バは本からし、日光らない燥 

しに保管してください。 

 

 

８．クローラに板を敷いてください。 

 

９．各作レバーを切置、まは 

（中）置にしてください。 

 

10．クプをいぱいまげてください。 

 

11．エクーナラエンジンオルな 

から湿気がないように、ポエレンな袋 

密してください。 

 

12．燃料タンクに燃料を満タンにしてください。空に 

しておきますと水滴がき、サビ原因になります。 

 

13．エコン冷媒（クーラーガ）を規量入れて 

ください。 

 

14．キーキーは、必ず抜き取て保管して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 子よく作業するめに、期的に行いましょう。

備不による事故なを未然に防ぐめに、 

備一覧表に基づき、各部備を行い、 

を最状態、心して作業が行えるようにし 

てください。 

 タン、ナ、ンは消耗品となておりま 

す。磨耗、折損、消耗しは交換、補充してくださ 

い。 

 

 

 

ン巻付置をする、ローラに接 

すると巻き込まれ、ケガをする事があります。 

作業クラ及エンジンを切てから行て 

ください。 

ーをけて中、不意にー 

 がまり、挟まれてケガをする事があります。 

 プバルブをロクし、ーを確実に固 

してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地や地は軟弱地な行うと本が 

 不意に動き出して、思わぬ事故を起こす事があ 

ります。平坦地盤かい行てくださ 

い。 

作業クラ及エンジンをとめずに 

備すると、第三不注意により、不意に作業 

が駆動され、思わぬ事故を起こす事がありま 

す。 

作業クラを切り、エンジンをとめ、転部 

や可動部がとまている事を確かめて行てく 

ださい。 

不処置備めにしバー 

を取り付けずに作業すると、転部や可動部に 

巻き込まれ、ケガをする事があります。 

元通りに取り付けてください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

６６６６    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  警 告 

  注 意 
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１ 点検整備一覧表 

 
 

 

 

 

 

点 検 整 備 項 目 

 

毎日 

 

50時間ごと 

 

100時間ごと 

 

200時間ごと 

 

300時間ごと 

 

600時間ごと 

 

部品脱落・破損の点検 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部のボルト・ナットのゆるみ点検・増

締 

 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンの調子 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
 
 
体
 
 
部
 

 

清  掃 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃料タンクの油量点検 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウォータセパレータの水抜き 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

□ 水がたま   

   ったとき 

 

 

 

燃料タンク混入水・沈殿物などのドレン

抜き 

 

 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

燃
 
料
 
系
 
統
  

燃料パイプ及び接合部の亀裂・破損・ゆ

るみの点検※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇(1年ごと) 

 

●(2年ごと) 

 

冷却水の点検・交換 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●(2年ごと) 

 

エンジン防塵装置の点検・掃除 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷
 
却
 
系
 
統
 

 

ラジエータ冷却フィンの点検・掃除 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 検 整 備 項 目 

 

毎日 

 

50時間ごと 

 

100時間ごと 

 

200時間ごと 

 

300時間ごと 

 

600時間ごと 

 

オイルクーラフィンの点検・掃除 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンデンサフィンの点検・掃除 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冷
却
系
統
 

 

冷却ファンベルト（ジェネレータ駆動

ベルト）の張り点検・調整 

 

 

◇ 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｴｱ 

ｸﾘー ﾅー  

 

エアクリーナーの清掃・交換 

 

□ 

 

 

 

 

 
●

  

 

ホコリの多

い所 

 

● 

 

 

 

「給油個所一覧表」に基づく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンオイルエレメントの交換 

 

 

 

●1回目 

 

 

 

 

 

● 

 

 

潤
 
滑
 
油
  

吸入ストレーナの洗浄 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

ＨＳＴフィルタの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●1回目 

 

● 

油
圧

系
統

 

 

油圧ホースの亀裂・破損有無点検※ 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●(2年ごと) 

給
脂
 

 

「給油個所一覧表」に基づく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足
廻
り
 

 

クローラの張り点検・調整 

 

◇ 

  

□ 

   

 

 
 

◇：点検、○：補給、●：交換、□：調整（掃除）、△：給油脂
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◇：点検、○：補給、●：交換、□：調整（掃除）、△：給油脂 
 

 

点 検 整 備 項 目 

 

新品使用 

1時間 

 

毎日 

 

50時間ごと 

 

100時間ごと 

 

200時間ごと 

 

300時間ごと 

 

600時間ごと 

 

アクセルの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主変速レバーの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステアリングハンドルの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副変速レバーの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セフティペダルの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲート開閉スイッチの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピックアップ高さの調節レバ 

ーの作動 

 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操
 
 
 
縦
 
 
 
装
 
 
 
置
 

 

作業クラッチレバーの作動 

 

 

 
◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業灯 

 

 
◇ 

     

 

アワメータの作動 

 

 
◇ 

     

 

回転計・燃料計・水温計の作動 

 

 
◇ 

     

 

配線の断線・ショート・ター

ミナルのゆるみ点検・増締※ 

 

 

 
 
◇ 

     

電
 
装
 
品
 
関
 
係
 

 

バッテリ液量の点検・補給 

 

 

◇ 

     

 

点 検 整 備 項 目 

 

新品使用 

1時間 

 

毎日 

 

50時間ごと 

 

100時間ごと 

 

200時間ごと 

 

300時間ごと 

 

600時間ごと 

 

バッテリ液比重点検・補充電 

 
      

 

警報モニター 

 

 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
装

品
関

係
 

 

ヒューズの点検・交換 

 
      

 

冷却ファンベルト（ジェネレー

タ駆動ベルト）の点検・調整 

 

 

 

 

 

 

◇ 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

ＨＳＴ走行駆動ベルトの点

検・調整 

 

 

 

 

 

 

◇ 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

走
 
行
 
部
 

 

コンプレッサ駆動ベルトの点

検・調整 

 

 

 

 

 

 

◇ 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

ピックアップタインの破損点検 

  

◇ 

     

 

バインディングナイフの磨耗

点検 

 

 
 

◇ 

     

 

トワインの消耗点検 

  

◇ 

     

 

各ローラチェーンの点検・調整 

 

◇ 

  

◇ 

 

□ 

   

 

各Ｖベルト点検・調整 

 

◇ 

  

◇ 

 

□ 

   

作
 
 
業
 
 
部
 

 

コンベアベルト点検・調整 

 

◇ 

  

◇ 

 

□ 
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２ 燃料の点検・補給の仕方 

 
 

 

燃料補をするときは、くわえタバコ 

 や裸照明は絶対にしないください。燃料に 

 して、を起こす原因になります。 

燃料補をしときは、燃料キャプを確実 

に締め、こぼれ燃料はきれいに拭き取てく 

ださい。 

守らないと、やケド原因になります。 

 

 
 

（１）燃料の残量点検の仕方 

   燃料残量は、キーを入置にし 

て、液晶コンビネーションータ燃料残量モニ 

ター確認してください。 

   燃料残量が少なくなときは、 ークが 

滅し、ブザーが続的に鳴ります。 

   ブザーを止めるときは、ブザー停止ボタンを 

してください。ブザーは鳴り止みますが、 ー 

クは滅しまます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）燃料の補給の仕方 

 

 ❶燃料キャプを取りしてください。 

 ❷燃料を、ィルターから液がえ始めるま補 

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ オイルの点検・補給・交換の仕方 

 
（１）エンジンオイル 

   エンジンオル補交換は、エンジ 

ン始動前か、エンジンが冷えているときに行て 

ください。 

   作業は、エンジンルームをオープンしてから行 

てください。 

   ドラバーシーバー（ノブネジ：3本） 

を取りしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業終了後は、元通りにセしてください。 

 

〈 点検のしかた 〉 

 

❶ージを抜いて、端をきれいに拭き取てください。 

❷ージを元通りに差し込んだ後、もう一抜き 

出しして、ージ限と限間にオルがある 

ことをしてください。 

❸後は、ージを元通りに取り付けてください。 

 

 参考  
 
、オルもれないことも確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  危 険 
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〈 補給のしかた 〉 

 

オルが不足しているは、から規量に 

なるま補してください。 

 

〈 交換のしかた 〉 

 

❶ドレンプラグに、古いオルを受ける容器を置 

いてください。 

❷ふをし後、ドレンプラグを取りし 

てください。古いオルが流れ出てきます。 

 

 参考  
 
ふをすと、オルが抜けやすくなりま 
す。 

 

❸古いオルが抜け切ら、ドレンプラグを元通り 

に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹から、エンジンオルを規量まして 

ください。 

❺にふを取り付けてください。 

 

 

 

 

 

❻エンジンを始動し、パロランプが消える 

ま、ロードング（低転）してくださ 

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❼パロランプが消えら、エンジンを停止 

し、約5分間待てください。 

❽ージオル量をしてください。不足し 

ているは、補してください。 

 

 
 
オル交換出は、絶対にや水道 
 なに流さないください。や水道に捨 
てり置しておくと、環境汚染につながりま 
す。処分は、販売店にご相談ください。 

 
 

（２）ミッションオイル 

   ミションオル補交換は、 

を水平な状態にし、クプを最げ状態に 

して、刈取部をロクしてから行てください。 

   作業終了後は、元通りにセしてください。 

 

〈 点検のしかた 〉 

 

ミションケー左にある窓をしてくだ 

さい。2つ窓うち、窓がオル満 

されていれ規量す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考  
 
窓は、入れ過防止めに設けてあり 

ます。 

、オルもれないことを確認してください。 

〈 補給のしかた 〉 

 

 オルが不足しているは、から規量（ 

窓がオル満される量）ま補してく 

ださい。 

 

〈 交換のしかた 〉 

 

❶ミションケー部ドレンプラグに、古い 

オルを受ける容器を置いてください。 

❷ふをし後、ドレンプラグを取りし 

てください。古いオルが流れ出てきます。 

 

 参考  
 
ふをすと、オルが抜けやすくなります。 

 

❸古いオルが抜け切ら、ドレンプラグを元通り 

に取り付けてください。 

❹からミションオルをしてください。 

 窓が、オル満されていれ規量 

す。 

  取扱い上の注意 
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 参考  
 
窓は、入れ過防止めに設けてあり 

ます。入れ過も、窓中に 

なるように量をしてください。 

記規量は、ミションケーオル量 
す。配管等からオルを抜いは、窓を確 
認しながらオル補を行てください。 

 

❺ふを取り付けてください。 

 

 

４ 冷却水の点検・補給・交換の仕方 

 
 

 

ラジエータキャプは、エンジン運転中や停止 

 直後にけないください。けると湯が吹 

き出し、ケドするおそれがあります。エンジ 

ン停止直後、10分程てから、エンジン 

冷えていることを確認してけてください。 

 

 
 冷却水補交換は、エンジンルームをオ 

ープンしてから行てください。 

 作業終了後は、元通りにセしてください。 

 

〈 点検のしかた 〉 

 

サブタンク冷却水がＦＯＷ範囲 

にあるかしてください。 

 参考  
 
、水もれないことも確認してください。 

 

〈 補給のしかた 〉 

 

冷却水が不足しているは、サブタンクキャ

プをし、きれいな水道水を補してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 交換のしかた 〉 

 

❶ラジエータキャプを取りしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷ドレンコクを取りし、ラジエータ水をすべ 

て抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸水道水、ミや錆が出なくなるまラジエータ 

います。 

 

 参考  
 
ラジエータをいそうきれいにしいときは、ラ 

ジエータ浄剤を混し水をラジエータに入れ、 

15分エンジンを空転してから、水を拭き取 

てください。 

 

❹ドレンコクを元通りに取り付け、不凍液を必要量 

入れ後、水道水をあふれるま入れてください。 

❺ラジエータキャプを取り付けてください。 

❻エンジンを始動し、5分間エンジンを空運転して、 

不凍液混を早めてください。 

 

〈 不凍液の取扱いについて 〉 

 

不凍液は、水凍結温をげる効があります。 
不凍液混化によて凍結温がなります、 
厳地帯なは記表を参考にして、な濃 
使用してください。 

 

 

 

 

  警 告 
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不凍液混合率表 

 

 

外気温度(℃) 

 

-5 

 

-10 

 

-15 

 

-20 

 

-25 

 

-30 

 

水 (％) 

 

85 

 

75 

 

70 

 

65 

 

60 

 

55 

 

比
 
率
 

 

不凍液(％) 

 

15 

 

25 

 

30 

 

35 

 

40 

 

45 

 
 
出には、不凍液が入ています。冷却水交換 
には、新に不凍液を入れてください。 

不凍液混化は、ーーによて多少なりま 
す、ーー取扱説明書指示に従てくだ 
さい。 

冷却水が自然に不足しは、水道水だけを入れ 
てください。ま、パーネンタプを使用して 
いるときは、比重を測して確認してください。 

不凍液有効期限は1年す。毎年、新しい不凍液 
と交換してください。 

 

 

５ エンジンオイルエレメントの交換の仕方 

 
 
 エンジンオルエレンは、エンジンオル 

小さな物をこし取るもす。ージタプ 

になています、掃除がきません。期的に交 

換してください。 

 

 

 参考  
 
エンジンオルエレン交換と同に、エンジ 
ンオル交換も行てください。 

 

〈 交換のしかた 〉 

 

エンジンオルエレン交換は、エンジンオ 

ルを拭き取後に行てください。 

 

❶エンジン後方ムタレボル（1本）をして、 

ムタレをめくてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷オルエレンを、矢印方にして取りして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸新しいオルエレン底にあるムングに、 

 オルを塗布してください。 

❹オルエレンを、ムングがエンジンケー 

に接する置まねじ込んだ後、2/3転締め付 

けてください。 

 
 
交換後は、オルエレン取付からオル 
もれやにじみがないか、必ずしてください。 

エンジンオルエレンは、正部品を使用 
 してください。他製品を使用しますと故 
 原因になります。 
 
 
 

６ ＨＳＴフィルタの交換の仕方 

 
ＨＳＴオルは、ミションオルと兼用しています。 
ＨＳＴィルタは、ージタプになています

、掃除がきません。ミションオル交換をす

るときに、ＨＳＴィルタも同に交換してください。 
 

 

交換時期 

 

300時間ごと 

 
〈 交換のしかた 〉 

 

❶ＨＳＴィルタを、矢印方にして取りしてく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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❷新しいＨＳＴィルタ底にあるムングに、 

オルを塗布してください。 

❸ＨＳＴィルタを、ムンクがミションケー 

に接する置まねじ込んだ後、2/3転締め付 

けてください。 

 
 
交換後は、ＨＳＴィルタ取付からオル 
 漏れやにじみがないか、必ずしてください。 
ＨＳＴィルタは、正部品をご使用ください。 
 
 

 
７ ウォータセパレータと燃料コシ器エレメント

の点検・掃除・交換の仕方 

 
〈 点検のしかた 〉 

 

❶エンジンルーム後部左方に付いている透明容器が、 

燃料コシ器す。 

 後方シャーシに付いている容器が、ウォータ 

セパレータす。 

❷コシ器にミや水が沈殿していないかしてくだ 

さい。沈殿していら、記要領掃除をしてく 

ださい。 

 

〈 掃除のしかた 〉 

 

❶燃料コシ器とウォータセパレータコクを 

置にしてください。 

❷それぞれプを取りし、水ミを取り除い 

てください。 

❸コシ器浄が終わら、燃料コクを 

置にして燃料を出しながら、コシ器に空気が入ら 

ないようにプを取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
空気が入ときは、燃料エ抜きをしてく 
ださい。 

 
 

〈 交換のしかた 〉 

 

コシ器エレンは、300間ごとに交換が必 

要す。 

 要領は、掃除しかと同じす。前述❷とき 

にエレンを交換してください。 

 

 

 

ラに、燃料がかからないように注意してく 

ださい。万一、ラに燃料がかかは、 

ウエな拭き取てください。守らないと 

原因になります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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８ 燃料タンクのドレン抜きの仕方 

 
 
燃料タンク底部には、水やミが沈殿しています。 
これら沈殿物が燃料ポンプに入ると不具原因に 
なります、期的に取り除いてください。 
 

 参考  
 
燃料タンクドレン抜きと同に、ウォータセパレ 
ータ水抜きも、必ず行てください。 

 

〈 ドレン抜きのしかた 〉 

 

❶燃料タンク部にあるドレンボルに、燃料を 
受ける容器を置いてください。 

❷ドレンボルを取りしてください。 
 燃料が流れ出て、タンク沈殿物が出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸出後、ドレンボルを取りしてください。 

❹燃料キャプを取りし、新しい燃料を補してく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 燃料の空気（エア）抜きの仕方 

 
燃料タンクが空になり、燃料系統に空気が入ると 

エンジンは止まります。記要領空気抜きをして 

ください。 

 

〈 空気（エア）抜きのしかた 〉 

 

❶燃料を満タンにしてください。 

❷キーを入置にしまま20～30秒待ち、 

始動置にしてください。 

 自動的に空気抜きが行われ、エンジンが始動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ エアクリーナーの掃除・交換の仕方 

 
エクーナーは、吸入され空気に含まれている砂

塵を取り除き、シンダやンング磨耗を防

ぐ置す。 

毎日、作用後に掃除してください。 

作業終了後は、元通りにセしてください。 

 

〈 掃除・交換のしかた 〉 

 

❶バークランプをして、エレンを取りし 

てください。 

❷エレンは、から空気（7kg/㎠）を吹き 

つけてください。 

❸取り付けるときは、取りし逆手順行てくだ 

さい。 

 

 参考  
 
バーは、矢印シールをわせて取り付けてくだ 
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
エレンを交換するときは、正部品をご使 
用ください。 

 

  取扱い上の注意 
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１１ 吸気口・ラジエータスクリーン・ 

ラジエータフィンの掃除の仕方 

 
吸気ラジエータクーンは、エンジン防塵 

置す。冷却風を吸入する大切な置すから、作業 

前作業後には必ず掃除をしてください。 

 

（１）吸気口・エンジンルーム内の掃除のしかた 

 

〈 吸気口の掃除のしかた 〉 

 

吸気網にミが付着しているときは、エンジン 

を停止してから、網を軽くこすてミをとして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 エンジンルーム内の掃除のしかた 〉 

 

❶エンジンルームをオープンしてください。 

❷エンジンルーム掃除バーノブネジ（2本）を 

して、掃除バーをいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸エンジンルーム矢印部分に溜まているミを 

取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
網ミ付着にはに注意し、ミが付 
着していれ掃除するようにしてください。 
ミが付着しままにしておくと、エンジン冷 
却水、およミションオル冷却不原 
因になります。 

 
 

〈 外気吸気口の掃除のしかた 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 エアコン用コンデンサフィン 〉 

 

❶ドラバーシーを前にしてください。 

❷キャビン室後バーノブネジ（4本）を 

して、バーを取りしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
網やクーンミ付着にはに注意 
し、ミが付着していれ必ず掃除してくださ 
い。 

コンデンサが目詰まりすると、冷房能力が低 
します、期的に掃除をしてください。 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（２）ラジエータスクリーンの掃除のしかた 

 

❶エンジンルームをオープンしてください。 

❷ラジエータクーン部ノブボルをして、 

ラジエータクーンをきげて、取りしてく 

ださい。 

❸ラジエータクーンに付着しラクズやコ 

を、払いとしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ラジエータクーンミ付着にはに 
 注意し、ミが付着していれ掃除するように 
してください。ミが付着しままにしておく 
と、エンジン冷却水、およミションオ 
ル冷却不原因になります。 

 
 
（３）オイルクーラフィン・ラジエータ冷却フィンの 

掃除のしかた 

 

粉塵が特に多いは、記要領オルクーラ 

ィン、およラジエータ冷却ィンを掃除してくださ 

い。 

 

❶エンジンルームをオープンしてください。 

❷ラジエータクーン部ノブボルをして、 

ラジエータクーンをきげて、取りしてく 

ださい。 

❸ョウボルをして、オルクーラをいてくだ 

さい。 

❹オルクーラィンラジエータ冷却ィンに付着 

しているコを、エガン、あるいはブロな 

取り除いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ラジエータ冷却ィンは変形させないくださ 
い。 

 
 
 

（４）フィルタの掃除の仕方（キャビン室内） 

 

 

 

ィルタ掃除や備をするときは、必 

ずキーを切置にしてください。 

空気吸い込みや吹出に、棒や手を入れな 

いください。部ァンが転しています 

、ケガをするおそれがあります。 

 

 
 
❶キーを切置にしてください。 

❷ィルタを取りして、エガン、あるいはブロ 

な浄してください。 

 

〈 フィルタの汚れや詰まりが著しい場合 〉 

 

❶中性剤を溶かしぬるま湯につけて、左右に 

動かしながら浄してください。 

❷清水よくすすいだ後、完に自然燥させてくだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
浄に有溶剤（ガンシンナーな）を 
 使用しないください。 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  取扱い上の注意 
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１２ ウォッシャー液の補充の仕方 

 
ウォシャータンクは、プバー 
にあります。ウォシャー液が無くなときは、 
記要領補充してください。補充後は、元通りセ 
してください。 
 
❶プをめくり、プ板をしてくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❷ウォシャータンクにウォシャー液を入れてくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３ バッテリの点検・整備の仕方 

 
 

 

バには、保ガネとム手袋 

 を着用してください。 

バ液槽キャプをすときは、気厳 

禁す。液槽キャプをけると、液槽から 

爆性あるガが出ます、してケ 

ドやをき起すおそれがあります。 

 

 
 

 

バ液は、限（ＯＷＲ）にし 

ないください。容器極板接続部がバ 

液から露出し、エンジン始動に花が出て、 

容器ガにして破裂するおそれがあり 

ます。 

 

 

バ電解液は希す、取り扱い 

には注意してください。もし、皮膚やにつ 

いときは、直ちに水いし、石けんよく 

分をい流してください。万一、目に入 

ときは、すぐに流水い流し、医師治療を 

受けてください。 

バ端子を取り付けるときは、○＋をに 

 取り付け、取りすときは○－から取りして 

 ください。守らないと、ショーしてケドや 

 原因になります。 

バおよ周は、に清にして 

 ください。気穴が小コなふさがれる 

と、破損や原因になります。 

 

 
 
 
バ各槽に電解液を入れすると、充電 
 にバ液が吹き出し、金属部を腐 
蝕させます。 

急速充電はしないください。 
バを交換するときは、必ず取扱説明書 
 指し型式バを使用してください。 
 

 

指定バッテリ 

95D31R 

（部品コードNo.198010-51500） 

 
環境保と源サクルめ、交換し古 
いバは、置しり、捨てりしない 
ください。必ず、バを購入しお店に渡 
してください。源としてサクルされます。 

バ量は約20kgあります、取り扱 

いには注意してください。 

 
 
（１）バッテリ液の点検・補給のしかた 
   各槽バ液が、限と限ラン間 

にあることを確認してください。不足していると 
きは、蒸留水を補してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

指定バッテリ 

95D31R 

 
 
バ液は、に規量を保てください。 
バ端子がゆるんいるは、確実に締 
め付けてください。 

 

  危 険 

  警 告 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（２）バッテリの取り外しかた 
   バは、運転席後部にあります。要 

領に従て取りしてください。 
 
①バを固している、取付ナ（2個）を 
してください。 
②バえ金具とババーを取りして 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③バコード○－端子をし後、○＋端子をし 
てください。 
④バを抜き出してください。 
⑤バ取り付けは、取りし逆手順行 
てください。 

 
（３）補充電のしかた 
   冷地な気温低い地域使うとき、エンジ 

ン始動がしにくくなとき、ラが暗くな 
とき、自然電によてセル始動がきない 
ときは、記要領補充電をしてください。 

 

❶バを取りしてください。（前項参照） 

❷液栓をし、バ○＋を充電器○＋に、バ 

○－を充電器○－に接続してください。 

❸3ンペ程8～10間行てください。 

❹充電が完了しら、充電用接続をし、液栓を 

取り付けてください。 

❺バをに、元通りに取り付けてください。 

 

 
 
急速充電はしないください。 
取り付けるときは、ターミナル接部分な 
を拭き取てください。ま、取り付け後は、 
ターミナル部にグを塗布してください。 

バ○＋ターミナル部ムブーツは、必 
ず取り付けてください。 

充電完了後は、液栓を確実に締め付けて取り 

付けてください。 
 
 

 

（４）バッテリの手入れの仕方 
   バ端子が腐蝕していり、白い粉が付い 

ているは、お湯ぬらしウエな掃除 
し、グを塗布してください。 

 
（５）バッテリの自然放電について 
   エンジンを長期間運転しない置していると、 
バは自然電します。使用しないときも、 
とききエンジンがかかることをし、必要に 
応じて充電してください。 

 
 

１４ パイプ類の点検の仕方 

 
 

 

作業前作業後に、燃料パプ化や傷によ 

る燃料もれがないかし、燃料もれある燃 

料パプは交換してください。燃料もれがある 

と原因になります。 

  
 
燃料パプやラジエーターな傷みによる燃料 
もれ、水もれがないかしてください。ま、締付 
バンドがゆるんいないかしてください。 
燃料パプやラジエーターは、傷みがなくても2 

年ごとに交換してください。 

燃料パプを交換しときは、空気（エ）抜きをし 

てください。 
 
 
 
ューブも必ずしてください。 
ューブが破損していると、エンジン焼付き原 
因になります。 

  
 

１５ 電気配線の点検の仕方 

 
 

 

バや配線に付着しているミは、作業前 

 作業後にきれいに取り除いてください。 

 ミが付着していますと、原因になりま 

す。 

 

 
電気配線コードが他部品エジ部に接して、被 
覆はがれや傷、接続部ゆるみがないかしてく 
ださい。配線コードが傷んいるは、販売店修 
理してください。 
配線コードは、傷みがなくても50間使用まは、1

年ごとに期を受けてください。 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  取扱い上の注意 

  警 告 
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１６ ヒューズの点検・交換の仕方 

 
ローブローヒューズおよヒューズボクヒ 
ューズが切れていれ、規もと交換してくださ 
い。 
 
 

 

規ヒューズとは絶対に交換しないくだ 

さい。原因になります。 

 

 
シート後のカバー内 
 
ノブネジ（4本）をし、バーを取りしてくださ 
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キャビン内の頭上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１７ 各部ベルトの点検・調節の仕方 

 
ベルに傷があるや切れときは、交換してくださ 
い。 
 
（１）冷却ファンベルト（ジェネレータ駆動ベルト） 

エンジンルームをオープンして記 
節をしてください。 

   節後は、元通りにめてください。 
 
〈 点検のしかた 〉 

 
ベル中を指しとき、わみ量が10～15mm 

あるか確認してください。 

 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ジェネレータ取付ボルをゆるめてください。 
❷ジェネレータを図矢印Ａ方に張り、ベ 
ルを張てください。 
❸ジェネレータ取付ボルを締め付けて固してくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ＨＳＴ走行駆動ベルト 
 
〈 点検のしかた 〉 

 
ンション羽バネク長を測り、218～222ｍｍ 

あるか確認してください。 
 

〈 調節のしかた 〉 
 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネク長を節してくだ 
さい。 

  警 告 
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❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）コンプレッサ駆動ベルト 

エンジンルームをオープンして記 
節してください。節後は、元通りに 
してください。  

〈 点検のしかた 〉 
ンションバネク長を測り、118～122mmある 

か確認してください。  
〈 調節のしかた 〉 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネク長を節してください。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）カウンタケース入力ベルト  
〈 点検のしかた 〉 
ンションバネバネ長を測り、72mmあるか確認し 

てください。 

 

〈 調節のしかた 〉 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネ長を節してください。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）作業クラッチベルト 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
❶ウンタケーバーをしてください。 
❷エンジン停止状態作業クラを入置に 

してください。 
❸そ、ンションバネバネク長を測り、175mm 

 あるか確認してください。 
 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネク長を節してくだ 
さい。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１８ 駐車ブレーキの点検・調節の仕方 

 
サドコラムバーを取りし、記節を 
してください。 
節後は、元通りに取り付けてください。 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
❶駐車ブレーキレバーをブレーキ置にしてくだ 

さい。 
❷バネバネク長を測り、100～104mmあるか確 

認してください。 

❸節後、駐車ブレーキレバーを解除置にして 

バネが自由長になていることを確認してください。 
 

〈 調節のしかた 〉 
 
❶ロクナをゆるめてください。  
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❷節ナを締め込みながら節してください。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１９ クローラの点検・調節の仕方 

 
右クローラをするときは、ミション部お 
よシャーシ左後右後3ヶを左クローラを 

するときは、クルパプクローラおよ 

シャーシ左後、右後3ヶを同にジャキプ 

し、クローラを浮かせ状態記節をし 
てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈 ジャッキアップ時の注意事項 〉 
 
ジャキプをするときは、地が固く、平坦な 

、必ず2ン容量ジャキを使用して行 

てください。 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
第2転輪とクローラすき間を測り、10～15mmある 

か確認してください。 
 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ボルM8をしてください。 
❷り止め金具を取りしてください。 
❸ロクナをゆるめてください。 
❹節ナをして、すき間を節してください。 
❺ロクナを締め付けて固してください。 
❻り止め金具を取り付けて、ボルM8固してく 

ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０ 排気ガスの色について 

 
エンジン始動は、少し黒色気ガが出るも 
ありますが、通は無色す。 
 
黒色 ･････ 燃料が濃するめ不完燃焼。 
白色 ･････ エンジンオルが燃焼しています。だし、 

 気温低いは水蒸気白くえるこ 
 ともあります。 

 
 

２１ クーラーガス（冷媒）の点検の仕方 

 
クーラーガ（冷媒）が不足していると、冷房性能が 
低します。 
 
 

 

クーラーガは、液が目に入り、手にかか 

ると、失明しり凍傷にかかるおそれがありま 

す。 

冷媒路部品はゆるめないください。 

エンジン転中は、エンジン転部に手を 

れないよう十分に注意してください。 

 

 
 
 
クーラーガはＲ－１３４ａを使用しています。 

これクーラーガは、絶対に使用しない 

ください。 

 

  警 告 

  取扱い上の注意 
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使用冷媒 

（クーラーガス） 

 

フロン Ｒ－１３４ａ 

充てん量 900g 

 
〈 点検のしかた 〉 
 
❶エンジンを始動し、エンジン転数を格転にし 

てください。 
❷ァンをＨ置（最大風量）にして 

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❸温コンロールレバーをＣＯＯ置（強冷） 

にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❹エコンをＯ（ランプ灯）にしてく 

ださい。 
❺キドタンクサグラ（窓）から、ク 
ーラーガ気泡流れをて、ガ量をし 
てください。 
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クーラーガス量チェック表 
 

 
クーラー状態 

 
異常なし 

 
異常あり 

 
高・低圧パイプの 

温度 

 
高圧パイプは熱く、 

低圧パイプは冷たい。 

温度差がはっきりある。 

・コンプッ 

温度70℃ 

・コンプッ 

 温度5℃ 

 

 
高圧パイプは暖かく、 

低圧パイプはやや冷 

たい。 

温度差はあまりない。 

 
高圧パイプ、低圧パイ 

プにほとんど温度差が 

感じられない。 

 
高圧パイプは熱く、 

低圧パイプはやや暖 

かい。 

温度差はあまりない。 

 
イトグラスの状態 

 
ほとんど透明。気泡の 

流れが見えても、エン 

ジン回転を上げたり下 

げたりすると透明にな 

る。 

※1 

 
 
 
 

 
気泡の流れるのが見 

える。透明または白 

泡のときもある。 

 
 
 
 
 
 
 

 
霧のようなものが流れ 

ているのがわずかに見 

える。 

 
 
 
 
 
 
 

 
ドアを全開にして、フ 

ァンを最大風量にし、 

アイドリングで回し 

ても気泡が見えない。 

※2 

 
 
 
 
 

 
パイプ接続部の状態 

 
異常なし。 

 
油が汚れている所が

ある。 
 

 
油の汚れが著しい所が 

ある。 
 

 
異常なし。 

 
このクーラーの状態 

 
ガス量も不足なく異常 

はない。 
 

 
少しガスがもれてい

る所がある。 
 

 
ガスがほとんどもれ

てしまった。 
 

 
ガスが過充てんにな 

っている。 
 

 
※１ 外気温度が低いときには、ガス充てん量が適正でも気泡が見えることがあります。 
※２ クーラーガスがない場合があるので、高・低圧パイプの温度差がないことを確認してください。 
   この場合、全く冷えない状態にあります。 
 

２２ 各部ローラチェーンの 

点検・調節の仕方 

 
ローラェーンは、使用するにつれて少しずつ伸が 
生じます。円滑な動力伝達をするめに、ローラ 
ェーン張りを行てください。 
特に、最初使用は初期伸が生じます、使用 
後に必ず張りを行てください。 
 

 
（１）ローラ駆動部（3ヶ所） 
 
〈 点検のしかた 〉 
ンションバネバネ長を測り、132mmあるか確認 

してください。  
〈 調節のしかた 〉 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネ長を節してください。 

❸ロクナを締め付けて固してください。 
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（２）カウンタケース部 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
ンションバネバネ長を測り、144mmあるか確認 

してください。 

 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネ長を節してください。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）作業部入力 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
ローラェーン中部を指してわみ量が6mm 

あるか確認してください。 

 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶固ボルをゆるめてください。 
❷ンションローラを移動させ張り量を節してくだ 
さい。 
❸固ボルを締め付けて固してください。 
 
 テンションローラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）コンベア部 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
ンションバネバネ長を測り95mmあるか確認し 

てください。 

 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷節ナをして、バネ長を節してください。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ピックアップ駆動部 
 
〈 点検のしかた 〉 
 
ンションバネバネク長を測り72mmあるか 

確認してください。 

 
〈 調節のしかた 〉 
 
❶ロクナをゆるめてください。 
❷ルダナをえて節ボルをして、バネ長 
を節してください。 
❸ロクナを締め付けて固してください。 
 プング長さは次通りす。 
 ＝72mm 
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２３ コンベアベルトの点検・調節の仕方 

 
〈 点検のしかた 〉 
 
コンベベル表ーキング間距（出1000m） 

が左右共に1002mm～1004mmあるか確認してくださ 

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 調節のしかた 〉 
 
要領左右共に行てください。 

 

❶ボル4本をゆるめてください。 

❷ロクナをゆるめてください。 
❸しボルをえて、節ナをしてーキン 

グ間距を節してください。 
❹ボル4本とロクナを締め付けて固してく 
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２４ ピックアップの浮動調整 

 
クプ浮動は、プングーネジ 
部長さを94mmにして行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プングーは、左右等しく行て 
ください。 

  
 

２５ トワインブレーキの調整 

 
プング長さを32mmにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２６ トワインスクレーパの調整 

 
ローラ突起部とクレーパが0.5mm接するように 

ナを緩めてしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

  取扱い上の注意 
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２７ バインディングナイフの調整 

 
（１）ナ切れ味がちてきは、裏返して取 

付けてください。 
 
 
 
ナは、ター正部品を使用してください。 

 
 
（２）左右ン切れるタミングがいとき 

は、ナプレーボルをゆるめ、ナプ 
レー取付置をしてください。 

   最初に右ナ；Ｒンが切れ、次に 
左ナ；ン順切れることにな 
ています。 

   こ左右ン切断間差が少ないう 
がい状態す。 

   ナ前後はコンロールームネ 
ジ部行います。 

   ン切断置ベー端部とナプレー 
距は約38mmす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２８ スイングアームブレーキの調整 

 
ベールングーム動きが不規則なめらか 
ないときは、ボルをしてください。 
プングさは15mmす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２９ クロップカバーの調整 

 
クロプバー曲げ部とローターラシュ間隔

が限180mmになるようにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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３０ トワインブレーキのリンク調整 

 

 
（１）バンディングが作動しとき、プレーとロ 

ドが図示ように接する様にナを緩めて 
してください。 

 
（２）ブレーキが解除されていないときは、ムが 
  ンブレーキをしげる様にバー長さを 
してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ンブレーキが充分かなかり、く 
 タミングが遅いとンベールくい 
込みがくなり、巻き付かないことになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３１ 梱包密度検出リンクの調整 

 
（１）ロキングクとーラーすきまが 
  3mmになるように、セボルします。 

 

（２）ロド長穴とボルすきまが9mmになるよ 

うに、ォークエンドします。 

 
（３）プングは、プレバー穴にかけ 
  もンが手抜ける程に、プング 
ー長さをします。 

 
（４）ロド；2長穴とボルすきまがＢ穴 

置10mmになるように、ォークエンド；2 

します。 

 

（５）ラとコンロールバー切欠部すきまが 
8mmになるようにォークエンド；3します。 

 
 
 
ンク寸法はロド；2をＢ穴に入れ 

状態セしてください。 

ンクを正しく行わないと、過大な負 

が生し、作業が破損することがあります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３２ 給油装置の空気抜き要領 

 
 
 
オルタンクに指示されているオル限 
置は、作業とは関係ありません。 
補充は、タンク一杯ま（最大1.5）ギ 

オルSAE 90を補充してください。 

 
 
 オルタンクさが4cmになりポンプが

空気を吸い込んしまは、記に従て空気を 

抜いてください。 

 
（１）オルタンクにギオル SAE 90を満タン 

  （最大1.5）に入れます。 
 
（２）ーを0.5～1間隔5～6し、ポンプ 

て吐出からオルが出ているか確認しま 

す。 
 
（３）記（２）オルが出ないは、 
 
①ラクターをきます。シンダ 
にパを掛けます。こ、ラクタ 
を作動させままにします。 

 ②キュウユポンプ吸入部ューブクランプを 
  し、ューブにギオルを満します。 
 ③キュウユポンプにューブを接続し、ューブク 

ランプを取付けます。 
 ④パをげ、レバーを作してー 

をめます。 
⑤ーを0.5～1cm間隔5～6し、て 

 吐出からオルが出ているか確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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万一子がいは、不処置一覧表によ 

り処置をしてください。 
 
 

 

ン巻付置をする、ローラに接 

 すると巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 作業クラ及エンジンを切てから行て 

 ください。 

ーをけて中、不意にー 

 がまり、挟まれてケガをする事があります。 

 シンダにパを掛け、さらに、 

 ーを確実にロクしてください。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

地や地は軟弱地な行うと、本 

 が不意に動き出して、思わぬ事故を起こす事が 

 あります。 

 平坦地盤かい行てください。 

作業クラ及エンジンをとめずに作業する 

と、第三不注意により、不意に作業が駆 

動され、思わぬ事故を起こす事があります。 

作業クラを切り、エンジンをとめ、転部 

や可動部がとまている事を確かめて行てく 

ださい。 

不処置備めにしバーを 

 取り付けずに作業すると、転部や可動部に巻 

き込まれ、ケガをする事があります。 

元通りに取り付けてください。 

 

 

１ 不調処置一覧表 

 
 症   状 原    因 処    置 

エ
 
ン
 
ジ
 
ン
 
関
 
係
 

キースイッチを「始動」 

位置にしても、スタータ 

が回らない 

 

・フテをんでいない。 

 

・バッテリがしている。 

・バッテリ部のる、れ、ま 

たは腐蝕。 

・スローブローヒューズ又は、ヒューズ 

 が溶断している。 

・バッテリの接続がプラス・イス 

 逆になっている。 

・業クラッチバーが「」位置に 

 なっている。 

 

 

・フテを全にんでからキー 

スイッチを「始動」位置にする。 

・バッテリを充にする。 

・部を清掃し、確実に締め付けてグリスを 

塗布し防錆する。 

・スローブローヒューズ又は、ヒューズの。 

 

・指定したバッテリを使用し、プラス・イス 

 を正しく接続する。 

・業クラッチバーを「」位置にする。 

 

 

７７７７    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  警 告 

  注 意 
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スタータは回るが、 

エンジンが始動しない 

 

・副変速バーが「Ｎ」（中立）位置に 

 なっていない。 

 

 

・タンクにがっていない。 

・にエアがしている。 

・コックが「」位置になってい 

る。 

・にがっている。 

・ンプヒューズ（5A）が溶断し 

ている。 

 

 

・副変速バーを「Ｎ」（中立）位置にする。 

（走行中または業中にエンジンが停止したと 

きは、副変速バーを「Ｎ」（中立）位置にしな 

いとエンジンが始動しない場合があります。） 

・を量にし、エアきを行う。 

・のエアきを行う。 

・コックを「開」位置にする。 

 

・コにがたまっていれく。 

・ヒューズをする。 

 

 

 
 

 症   状 原    因 処    置 

運転中に温パイロット 

ランプが点灯し、ブザ 

ーが鳴る 

 

・冷が不足している。 

・冷ファントがるんでいる。 

 又は、破損している。 

・ラジエータ冷フンがまりし 

ている。 

・エンジンイが不足している。 

・過運転をしている。 

 

 

 

 

・冷をする。 

・トのり、又はする。 

 

・清掃する。 

 

・イをする。 

・をくする。 

（牧草・ワラの状態に応じて、適正な業速度 

を選んでください。） 

 

 

 

取扱い上の注意 

 

・エンジンがーバーヒートですので、速やかにを停止し、業クラッチバーを「」位置にして、 

エンジン回転をローアイドリング（低回転）に下げて冷運転をしてください。 

温パイロットランプが消灯してから、エンジンを停止し、エンジンが十分冷えてから適正な処置を行ってくだ 

さい。 

 

 

運転中に油圧パイロッ 

トランプが点灯し、ブ 

ザーが鳴る 

 

・エンジンイ量が少ない。 

・エンジンイの粘度が低い。 

・プッャスイッチが故障している。 

・インプが故障している。 

 

 

・イを規定量までする。 

・適正粘度のイとする。 

・スイッチをする。 

・してもらう。 

 

エ
 
ン
 
ジ
 
ン
 
関
 
係
 

運転中にチャージパイ 

ロットランプが点灯し、 

ブザーが鳴る 

 

・ジータが故障している。 

・冷ファントがるんでいる。 

 又は破損している。 

 

 

・してもらう。 

・トのり、又はする。 

 

 

キャビン内が冷えない 

 

・風量が少ない、又は風がない。 

・し気が風になっている。 

 

・し気温度が高い。 

・コンプッが回転していない。 

 

・冷媒量が不足している。 

・コンンがまっている。 

 

 

・ブロアータの動をる。 

・温度コントローバーを「」に 

 する。 

・コンプッの回転をる。 

・トのりをする。又は、クラッ 

チの動をる。 

・充する。 

・掃する。 

 

キ
ャ
ビ
ン
関
係
 

キャビン内が冷えすぎ 

る 

 

・クーラー気（内）が開いてい 

る。 

 

 

・じる。 
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ピックアップが昇降し 

ない 

 

・ストップバブがじている。 

・リンが全にじている。 

・ッンイの不足。 

・油圧の異常（破損、油もれ等）。 

・気の異常（、スイッチ、 

ハース不良等）。 

 

 

・ストップバブを開く。 

・ンを開く。 

・ッンイをする。 

・油圧の、、。 

・気の、、。 

 

 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
 

異音の発生 

 

・タインの損。 

・ロータフラッュの破損。 

・ローラアリング破損。 

・ローラチーンの油不足。 

・ローラチーンのり不良。 

 

 

 

・タイン。 

・ロータフラッュ。 

・部品。 

・イ油。 

・「6-22各部ローラチーンの点検・節の仕 

方」に基づきする。 

 

 
 

 症   状 原    因 処    置 

収穫物を拾い残す 

 

・ピックアップタインの上高が適 

でない。 

・業速度が速い。 

・タインの損。 

・ピックアップの動不良。 

 

 

・適正な上高で業する。 

・速をくする。 

・タイン。 

・イをする。 

・「6-24 ピックアップの動」に基づきする。 

 

ピックアップが回転し 

ない 

 

・タインがにりすぎる。 

 

 

・適正な上高で業する。 

 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
部
 

収穫物がまる 

 

・エンジン回転速度がい。 

・クロップバーの不良。 

・業速度が速い。 

・インドローが大きい。 

 

 

・適正なエンジン回転速度で業する。 

・「6-29 クロップバーの」に基づきする。 

・速をくする。 

・インドローをさくする。 

 

コンアトが滑っ 

て動かなく収穫物を搬 

できない 

 

・コンアトのり不良。 

 

・を量に拾ってしまい、コンア 

内のローラにが付着し、コンア 

トとの摩擦力が極に低くなっ 

ている。 

 

 

・「6-23 コンアトの点検・節の仕方」に 

基づきする。 

・コンア内のローラとコンアト内に 

 付着したをきれいにふきとる。 

・を拾わないように業する。 

 

 

コンアト表に 

傷がつく 

 

・コンア内のローラにやが付着 

し内からコンアトが押さ 

れ、ピックアップ部と干渉する。 

 

 

・コンア内のローラに付着した、やを 

する。 

 

 

コンアトが左右

どちらかに寄る 

 

・コンア内のローラん中のV溝に 

やがまり、コンアトの 

V突起がV溝かられてしまう。 

 

 

・スクーパをする。 

 

 

 

コ
ン
ベ
ア
部
 

異音の発生 

 

・ローラチーンの油不足。 

 

 

・「2-3 油箇所一覧表」に基づきイ及 

び。 

 

業クラッチを「」 

位置にしても業部が 

回らない 

カ
ウ
ン
タ
ケ
ー
ス
部
 

業クラッチを「」 

位置にしても業部が

止まらない 

 

・業クラッチの不良。 

 

 

・「6-17 各部トの点検・節の仕方」に基 

づきする。 
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異音の発生 

 

・ローラチーンの油不足。 

 

 

・ローラチーンのり不足。 

 

・Vトのり不良。 

 

 

 

・「2-3 油箇所一覧表」に基づきイ及 

び。 

・イ油。 

・「6-22各部ローラチーンの点検・節の仕 

方」に基づきする。 

・「6-17 各部トの点検・節の仕方」に基 

づきする。 

 

ロ
ー
ラ
部
 

異音の発生 

 

・ローラの付き、つまり、付着。 

・ローラチーンの油不足。 

 

・ローラチーンのり不足。 

 

・ローラがこんでいる。 

 

 

・付き、つまり、。 

・「6-32油装置の気き要領」に基づき 

イ充及び。 

・「6-22各部ローラチーンの点検・節の仕 

方」に基づきり。 

・ローラ。 

 

 
 

 症   状 原    因 処    置 

ローラの付き 

 

・エンジン回転速度がい。 

・ローラがこんでいる。 

 

 

・回転速度を。 

・ローラ。 

 

ーがチャンバ内で 

回らない 

 

・度が高すぎる。 

 

 

・「6-31 度の」に基づき。 

 

ロ
ー
ラ
部
 

ローラチーンの発熱 

 

・度が高すぎる。 

・ローラチーンの油不良。 

 

・ローラチーンのり不良。 

 

 

 

・「4-2-3 度の」に基づき。 

・「6-32 油装置の気き要領」に基づき 

イ充及び。 

・「6-22各部ローラチーンの点検・節の仕 

方」に基づきり。 

 

業中、ロッキングフ

ックがれる 

 

・ート開の油圧が全にっていない。 

・ロッキングフックのがっ 

ている。 

・ブザーが鳴らないため、定 

度を超えても業している。 

・パトライトが回らないため、定 

度を超えても業している。 

 

 

・「4-3 業要領」に基づき業する。 

・「6-31 度検リンクの」に基づき 

。 

・不処置一覧表の「ブザーパトライト部」に基 

づき処置。 

・不処置一覧表の「ブザーパトライト部」に基 

づき処置。 

 
ロ
ッ
キ
ン
グ
フ
ッ
ク
部
 

が緩い 

 

・定度が低い。 

・スプリングがれている。 

 

・トワインが少ない。 

・速が速い。 

 

 

・「4-2-3 度の」に基づき。 

・「4-2-3 度の」に基づきスプリング 

を掛ける。 

・「4-2-1 トワインの」に基づき。 

・速をくする。 

 

ブ
ザ
ー
部
 

ブザーが鳴らない 

 

・ヒューズがれている。 

 

・コードが断している。 

・スイッチの不良。 

 

 

・「6-16 ヒューズの点検・の仕方」を参考 

にヒューズ。 

・コード。 

・取付位置を業に動する。 

 

パ
ト
ラ
イ
ト
部
 

パトライトが回らない 

 

 

・ヒューズがれている。 

 

・コードが断している。 

・スイッチの不良。 

 

 

 

 

・「6-16 ヒューズの点検・の仕方」を参考 

にヒューズ。 

・コード。 

・取付位置を業に動する。 
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定度に達して 

も、バインングが 

動しない 

 

・バインング装置が正規の 

定状態になっていない。 

・バインング装置の不良。 

・トワインブーキがされない。 

 

・トワインプーリからトワインがれ 

ている。 

・トワインのからまり、っかかりが 

ある。 

・トワインがチャンバ内にって 

 いない。 

 

 

・「4-2-1 トワインの」に基づき。 

 

・給 
・「6-30 トワインブーキのリンクの」に 

基づき。 

・「1-3-4 トワインの通し方」に基づき。 

 
・トワインのからまり、っかかりをす。 

 

・っかかりを取りき、チャンバ内にれる。 

体の濡れている部分をふき取る。 

 

バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
 

定度になる 

に、バインングが 

動する。 

 

・バインング装置のスイングアー 

が正規の定状態になってい 

ない。 

・イフのれがく、ちがく 

なり、途中にトワインがき 

まれる。 

 

 

・「1-3-4 トワインの通し方」に基づきスイング 

アー位置を。 

 
・イフ。 

 

 

 

 
 症   状 原    因 処    置 

ーからトワインが

れる 

 

・トワインが少ない。 

・トワインの部がーの部に

近い。 

 

 

・「4-2-1トワインの」に基づき。 

・「4-2-2 トワインガイドの」に基づき。 

 

 

スイングアーの動き

が不連続 

 

・スイングアーブーキの不良。 

 

 

 

・「6-28スイングアーブーキの」に基 

づき。 
 

トワインのれがい 

 

・イフのれがい。 

・イフプートの位置がい。 

 

 

・イフ。 

・「6-27 バインングイフの」に基づき。 

 

トワインがれる 

 

・トワインのからまり、っかりがある。 

・イフプートがらない。 

 

 

・トワインのからまり、っかかりをす。 

・イフプートのに注油する。 

 

ーの右しかトワ 

インがき付かない 

 

・トワインブーキがされない。 

 

・スイングアーのプート（80819） 

とガイドアー（80816）が磨耗して、 

トワインを保持しない。 

 

 

・「6-30 トワインブーキのリンク」に基 

づき。 

・部品。 

 
 

 

ー１ヶ所にトワイ

ンがくき付く 

 

・左のトワインブーキのスプリン 

グが弱いためにトワインがれない。 

・イフのれがい。 

 

 

・「6-25 トワインブーキの」に基づきト 

ワインブーキのスプリングを縮める。 

・イフ。 

 

バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
 

ーの中央にトワイ

ンがき付かない 

 

・イフプートがらない。 

・トワインがトワインスクーパとロ 

ーラの間からている。 

 

 

・イフプートのに注油する。 

・「6-26 トワインスクーパの」に基づき 

。 
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バインングが再起

動する 

 

・ラッチ・クラッチバーが錆びて動き 

がい。 

・クラッチバーの右にがたまっ 

ている。 

・クラッチバーが磨耗してロックしない。 

・クラッチバーのスプリング（82935）が 

 伸びている。 

・付きスプリング（86184）が破損し 

ている。 

 

 

・注油 

 
・を 

 
・部品 

・部品 

 
・部品 

 

 

 

スイングアーが下まで

落ちてットされない 

 

・ドライブプーリのワンイクラッ 

チが破損している。 

 

 

・部品 

 

 

ーが排されない 

 

・度が高過ぎる。 

・排、業クラッチを「」位置 

にしている。 

・で排しようとしている。 

 

 

・「4-2-3 度の」に基づき。 

・業クラッチを「」位置のまま排。 

 
・な所で排。 

 

ートが開かない 

 

・スローリターンバブがじている。 

・油圧の破損・油もれ。 

・ロッキングフック部の不良。 

・ストップバブがじている。 

・ッンイの不足。 

・油圧の異常（破損、油もれ等）。 

・気の異常（、スイッチ 

 ハース等） 

 

 

・スローリターンバブを開く。 

・破損部のまたは部品。 

・「4-2-3 度の」に基づき。 

・ストップバブを開く。 

・ッンイをする。 

・油圧の、、。 

・気の、、。 

 

 

ゲ
ー
ト
開
閉
部
 

症   状 原    因 処    置 

給
油
部
 

イがない 

 

・タンクのイ油高さが4cm以下 

になっている。 

・ンプに気がっている。 

 

 

 

・「6-32 油装置の気き要領」に基づき 

イ充及び。 

・「6-32油装置の気き要領」に基づき 

 

 

 
 

 症   状 原    因 処    置 
 

・通コクタがけている。 

 （通コクタは、ートのコン 

トローBOX内にあります。） 

 

 

・けている場合は、確実に差し。 

 
 
 

エラーコード66が 

表示される 

 

・各コントローラのヒューズがれて 

いる。 

 （ートのコントローBOX内に 

あります。） 

 

 

・ヒューズックス内のヒューズを点検し、ヒュ 

ーズをする。 

※が短絡している場合は、を依頼して 

 ください。 
 

エラーコード68が 

表示される 

 

・コントローラの異常 

 

 

 

・コントローラをする。 

 
 

エラーコードC1-22が 

表示される 

 

・角節イが故障している。 

・コクタがけている。 

 

 

・角節イをする。 

・けている場合は確実に差し。 
 

エラーコードC1-32が 

表示される 

 

・角ンが故障している。 

・コクタがけている。 

 

 

・角ンをする。 

・けている場合は確実に差し。 
 

自
 
 
 
動
 
 
 
装
 
 
 
置
 
 
 
関
 
 
 
係
 

エラーコードC1-33が 

 

・高検ンが故障している。 

 

・高検ンをする。 
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表示される 

エラーコードC1-34が 

表示される 

・コクタがけている。 

・高検ンのアーがフリーに 

なっている。 

 

・けている場合は確実に差し。 

・高検ンのアーをットしなおす。 

 

 

エラーコードC1-62が 

表示される 

 

・高節バーが故障している。 

・コクタがけている。 

 

 

・高節バーをする。 

・けている場合は確実に差し。 
 

エラーコードC1-63が 

表示される 

 

・コクタがけている。 

 

 
・けている場合は確実に差し。 
 

エラーコードC1-66が 

表示される 

 

・ヒューズがれている。 

 

 

・コクタがけている。 

 

 
・ヒューズをする。 

※が短絡している場合は、を依頼して 

 ください。 

・けている場合は確実に差し。 
 

エラーコードC1-67が 

表示される 

 

・角節イ、または高検 

ンが故障している。 

 

 
・角節イ、または高検ン 

 をする。 
 

 

エラーコードC1-68が 

表示される 

 

・コントローラータの異常 

 

 
・コントローラをする。 
 

 
 
原因や処置仕方がわからないは記事項とともに購入にご相談ください。 
 
１．製  品  名 
２．部品供型式（型式） 
３．製  番 号 
４．故   容（きるだけ詳しく） 



 



 



 






